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令和７年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 論理国語 
学年 類型・コース 単位数 

2年 普通科文型 ３ 

学習の 

目標 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資

質・能力を育成することを目指す。 

使用教材 

教科書：『精選 論理国語』（数研出版）  

副教材：『プレミアムカラー国語便覧デジタル版』（数研出版）  

『字義で覚える常用漢字』（第一学習社） 

評価 

評
価
法 

定期考査、小テスト、課題考査、ノート、提出物で評価します。 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにしている。 

b 思考・判断・表現 

「書くこと」，「読むこと」の各領域において，論理的，批判的に考える力を伸

ばすとともに，創造的に考える力を養い，他者との関わりの中で伝え合う力

を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにして

いる。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

言葉を通じて積極的に他者や社会に関わったり，思いや考えを広げたり深め

たりしながら，言葉がもつ価値への認識を深めようとしているとともに，進

んで読書に親しみ，言葉を効果的に使おうとしている。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 

 

期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 

１
学
期 

4 ・チェックポイント［１］ 

 〈主張の明確化〉 

＊筆者の主張について   

 読み取る 

・「学問の発見」 

・チェックポイント［２］ 

〈定義と抽象化〉 

＊評論における対比を  

 学ぶ 

・「手の変幻」 

・主張を明確に伝えるための表現方法を理解する。 

 

・「人はなぜ学ばなければならないか」という問いに

対する筆者の考えを根拠とともに読み取る。 

 

 

・文章中の抽象的な表現の内容を踏まえ、筆者の

「芸術」についての考え方に対する自分の考えを述

べる。 

・逆説的な表現の内容を理解する。 

中間考査 

発問評価 

 

 

中間考査 

発問評価 

小テスト 

 

中間考査 

発問評価 

小テスト 

 

 

 

期末考査 

発問評価 

中間考査 

発問評価 

（読む） 

 

中間考査 

発問評価 

プリント 

（読む・書く） 

中間考査 

発問評価 

プリント 

（読む） 

 

 

期末考査 

発問評価 

記述点検 

 

 

 

記述点検 

プリント 

 

 

記述確認 

プリント 

 

 

 

 

記述確認 

プリント 

5 ＊現代社会に目を向け

る 

・「『内的成長』社会へ」 

＊具体と抽象について

考えてみる 

・「『具体』から『抽象』へ」 

・日本社会を取り巻く変化について考える。 

・社会を表す言葉を学ぶ。 

・言葉の性質についての筆者の考えを読み取る。 

・筆者の主張を踏まえ、事物を抽象的にとらえるこ

との利点がわかる具体的事例を日常生活の中か

ら考える。 
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中間考査 小テスト 

期末考査 

発問評価 

小テスト 

 

期末考査 

発問評価 

小テスト 

プリント 

期末考査 

発問評価 

（読む） 

 

期末考査 

発問評価 

（書く） 

 

記述確認 

プリント 

 

 

記述確認 

プリント 

6 ＊自然科学と社会の問  

 題を考える 

・「未来世代への責任」 

・「科学・技術の歴史の中

での社会」 

・環境問題について筆者の意見の論理をとらえる。 

・「未来世代への責任」という題で自分の考えを書

く。 

・科学・技術の歴史を読み取り、「『道具』としての意

味合いを持った科学」の内容を的確にとらえる。 

・科学と社会との関わり方について自分の考えを深

める。 

7 ＊段落のまとまりを考え

る 

・「〈近代〉の入口と出口

の間」 

・探究の扉「科学の現場・

科学と生命」 

・チェックポイント［４］ 

 〈文体と構成〉 

・意味段落の内容をつかみ、小見出しを考えながら

読む。 

・情報社会における知識の意味を考える。 

・意味段落のまとまりを意識して読み、各段落の内

容、および文章全体の構成をとらえる。 

 

期末考査 

２
学
期 

９ ＊文章の構成をとらえ

る 

・「弱いつながり」 

・チェックポイント［３］ 

 〈語彙〉 

＊与えられたテーマを引

用しながら意見をまと

める 

・「消費されるスポーツ」 

・筆者が考える「問題の本質」の内容を論拠ととも

に読み取る。 

・筆者の言う「弱い絆」をつくるにはどうしたらよい

か、自分の考えをまとめる。 

 

・「メディア」と「スポーツ」の関係から活動の総体と

しての「社会」を導くという文章展開をとらえる。 

中間考査 

発問評価 

小テスト 

 

中間考査 

発問評価 

小テスト 

 

中間考査 

発問評価 

小テスト 

 

 

期末考査 

発問評価 

 

 

期末考査 

発問評価 

小テスト 

 

中間考査 

発問評価 

（書く） 

 

中間考査 

発問評価 

（読む） 

 

中間考査 

発問評価 

プリント 

（読む） 

 

期末考査 

発問評価 

プリント 

（書く） 

期末考査 

発問評価 

（読む） 

 

記述確認 

プリント 

 

 

記述確認 

行動確認 

 

 

記述分析 

行動確認 

 

 

 

記述分析 

行動確認 

 

 

記述確認 

プリント 

行動確認 

10 ・チェックポイント［５］ 

 〈情報の視覚化〉 

＊具体例に注目して読

む 

・「偶然とは何か」 

・「野生の『クジラ』と人

間の『鯨』」 

・事例と筆者の論の関係について考える。 

 

・現代における「偶然」の意義を整理させる。 

・自然の「普遍的価値」「多元的価値」と、筆者の考え

る〈環境倫理〉〈環境道徳〉の内容を読み取る。 

・筆者が危惧する現代社会の「食」について具体的

な例を挙げて説明する。 

中間考査 

11 ＊文章中の効果的な表  

 現に注目する 

・「胆力について」 

・「日本語は非論理的か」 

・筆者の逆説的言説を理解したうえで、異なる事例

を考え、論理的に説明する。 

・文章中の比喩表現や強調表現の内容を理解する。 

12 ・探究の扉「日本的論理」 ・文章内容を「日本語は非論理的か」の内容と関連

づけて考察する。 

期末考査 
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３
学
期 

1 ＊筆者の論を踏まえて  

 自分の意見を持つ 

・「安楽への全体主義」 

・「いき」の美学 

・現状と筆者が理想とする態度の対立を読み取る。 

・現代的課題を克服するために必要な努力につい

て、自分の考えをまとめさせる。 

・筆者が述べる「二重構造」「いき」の内容を理解し

たうえで、現代の日本人の美意識について自分の

考えを論じる。 

学年末 

 考査 

発問評価 

学年末 

 考査 

発問評価 

 

 

学年末 

 考査 

発問評価 

 

 

 

小論文 

 原稿 

学年末 

考査 

発問評価 

（読む） 

学年末 

 考査 

発問評価 

（書く） 

学年末 

 考査 

発問評価 

（読む） 

 

 

小論文 

 原稿 

（書く） 

 

記述分析 

プリント 

 

行動分析 

記述分析 

 

記述確認 

プリント 

 

 

 

 

 

 

小論文 

 原稿 

 

2 ＊世界を多面的にとら 

 える 

・「越えていく翻訳」 

・研究の扉「『空気』と『世  

 間』・『世間』とは何か」 

 

・筆者の考える「翻訳の理想の形」を読み取らせる。 

・言語の違いからくる原文と訳文の世界観の違いを

実感させる。 

・《「空気」と「世間」》と《「世間」とは何か》を読み比

べたうえで、「世間」と「社会」という「ダブルスタン

ダードを生きる日本人」について考察し、意見をま

とめることができている。 

学年末考査 

3 ＊構成を考えながら自 

 分の意見を書く 

・「小論文を書く」 

・文章の筆者の意図をとらえ、批評する。 

・文章の組立てや進め方を工夫して書く。 

・自分や他の生徒が書いた文章を評価し、直すべき

点を明らかにする。 

・相互評価がもつ機能を認識し、自分の表現を改善

する。 

 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

２年生では、１年生で学んだ論理的な読み方を更に深めていきます。様々なジャンルの文章を読みながら、本文

の要旨を捉えることを心掛けましょう。また、複数の情報や資料と本文の関連性を意識することも大切です。日

頃から、広い視野で物事を捉え、事象の関連性を考え、異なる視点で物事を捉えなおす練習をしておきましょう。

また、漢字・語彙の獲得は普段からの継続した取り組みが必要です。気になる語はすぐに辞書で確認しましょう。 
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令和７年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 論理国語 

学年 類型・コース 単位数 

2年 
普通科理型、英語コ

ース、理数科 
２ 

学習の 

目標 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資

質・能力を育成することを目指す。 

使用教材 

教科書：『精選 論理国語』（数研出版）  

副教材：『プレミアムカラー国語便覧デジタル版』（数研出版）  

『字義で覚える常用漢字』（第一学習社） 

評価 

評
価
法 

定期考査、小テスト、課題考査、ノート、提出物で評価します。 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにしている。 

b 思考・判断・表現 

「書くこと」，「読むこと」の各領域において，論理的，批判的に考える力を伸

ばすとともに，創造的に考える力を養い，他者との関わりの中で伝え合う力

を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにして

いる。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

言葉を通じて積極的に他者や社会に関わったり，思いや考えを広げたり深め

たりしながら，言葉がもつ価値への認識を深めようとしているとともに，進

んで読書に親しみ，言葉を効果的に使おうとしている。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 

 

期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 

１
学
期 

4 ・チェックポイント［１］ 

〈主張の明確化〉 

＊筆者の主張について   

 読み取る 

・「学問の発見」 

・チェックポイント［２］ 

〈定義と抽象化〉 

＊評論における対比を 

 学ぶ 

・「手の変幻」 

・主張を明確に伝えるための表現方法を理解する。 

 

・「人はなぜ学ばなければならないか」という問いに

対する筆者の考えを根拠とともに読み取る。 

 

 

・文章中の抽象的な表現の内容を踏まえ、筆者の

「芸術」についての考え方に対する自分の考えを述

べる。 

・逆説的な表現の内容を理解する。 

中間考査 

発問評価 

 

 

中間考査 

発問評価 

小テスト 

 

中間考査 

発問評価 

小テスト 

 

 

 

期末考査 

中間考査 

発問評価 

（読む） 

 

中間考査 

発問評価 

プリント 

（読む・書く） 

中間考査 

発問評価 

プリント 

（読む） 

 

 

期末考査 

記述点検 

 

 

 

記述点検 

プリント 

 

 

記述確認 

プリント 

 

 

 

 

記述確認 

5 *現代社会に目を向ける 

・「『内的成長』社会へ」 

＊具体と抽象について 

 考えてみる 

・「『具体』から『抽象』へ」 

・日本社会を取り巻く変化について考える。 

・社会を表す言葉を学ぶ。 

・筆者の主張を踏まえ、事物を抽象的にとらえるこ

との利点がわかる具体的事例を日常生活の中か

ら考える。 
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中間考査 発問評価 

小テスト 

期末考査 

発問評価 

小テスト 

 

期末考査 

発問評価 

小テスト 

発問評価 

プリント 

期末考査 

発問評価 

（読む） 

 

期末考査 

発問評価 

（書く） 

プリント 

 

記述確認 

プリント 

 

 

記述確認 

プリント 

6 ＊自然科学と社会の問 

 題を考える 

・「未来世代への責任」 

・「科学・技術の歴史の中

での社会」 

・環境問題について筆者の意見の論理をとらえる。 

・「未来世代への責任」という題で自分の考えを書

く。 

・科学・技術の歴史を読み取り、「『道具』としての意

味合いを持った科学」の内容を的確にとらえる。 

・科学と社会との関わり方について自分の考えを深

める。 

7 ＊段落のまとまりを考え

る 

・「〈近代〉の入口と出口

の間」 

・探究の扉「科学の不現

場・科学と生命」 

・チェックポイント［４］ 

 〈文体と構成〉 

・意味段落の内容をつかみ、小見出しを考えながら

読む。 

・情報社会における知識の意味を考える。 

・意味段落のまとまりを意識して読み、各段落の内

容、および文章全体の構成をとらえる。 

・ 

期末考査 

２
学
期 

９ ＊文章の構成をとらえ 

 る 

・「弱いつながり」 

・チェックポイント［３］ 

 〈語彙〉 

＊与えられたテーマを引 

 用しながら意見をまと 

 める 

・「消費されるスポーツ」 

・筆者が考える「問題の本質」の内容を論拠ととも

に読み取る 

・筆者の言う「弱い絆」をつくるにはどうしたらよい

か、自分の考えをまとめる。 

 

・「メディア」と「スポーツ」の関係から活動の総体と

しての「社会」を導くという文章展開をとらえる。 

中間考査 

発問評価 

小テスト 

 

中間考査 

発問評価 

小テスト 

 

中間考査 

発問評価 

小テスト 

 

 

期末考査 

発問評価 

 

 

期末考査 

発問評価 

小テスト 

 

中間考査 

発問評価 

（書く） 

 

中間考査 

発問評価 

（読む） 

 

中間考査 

発問評価 

プリント 

（読む） 

 

期末考査 

発問評価 

プリント 

（書く） 

期末考査 

発問評価 

（読む） 

 

記述確認 

プリント 

 

 

記述確認 

行動確認 

 

 

記述分析 

行動確認 

 

 

 

記述分析 

行動確認 

 

 

記述確認 

プリント 

行動確認 

10 ・チェックポイント［５］ 

 〈情報の視覚化〉 

＊具体例に注目して読

む 

・「偶然とは何か」 

・「野生の『クジラ』と人

間の『鯨』」 

・事例と筆者の論の関係について考える。 

 

・現代における「偶然」の意義を整理させる。 

・自然の「普遍的価値」「多元的価値」と、筆者の考え

る〈環境倫理〉〈環境道徳〉の内容を読み取る。 

・筆者が危惧する現代社会の「食」について具体的

な例を挙げて説明する。 

中間考査 

11 ＊文章中の効果的な表 

 現に注目する 

・「胆力について」 

・「日本語は非論理的か」 

・筆者の逆説的言説を理解したうえで、異なる事例

を考え、論理的に説明する。 

・文章中の比喩表現や強調表現の内容を理解する。 

12 ・探究の扉「日本的論理」 ・文章内容を「日本語は非論理的か」の内容と関連

づけて考察する。 

期末考査 
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３
学
期 

1 ＊筆者の論を踏まえて 

 自分の意見を持つ 

・「安楽への全体主義」 

・現状と筆者が理想とする態度の対立を読み取る。 

 現代的課題を克服するために必要な努力につい

て、自分の考えをまとめさせる。 

 

学年末 

 考査 

 

発問評価 

学年末 

 考査 

発問評価 

 

学年末 

 考査 

発問評価 

 

 

小論文 

 原稿 

学年末 

 考査 

（読む） 

発問評価 

学年末 

 考査 

発問評価 

（書く） 

学年末 

 考査 

発問評価 

（読む） 

（書く） 

小論文 

 原稿 

（書く） 

 

記述分析 

プリント 

 

行動分析 

記述分析 

 

 

記述確認 

プリント 

 

 

小論文 

 原稿 

 

2 ＊伝統を見つめ直し現 

 代について考える 

・「いき」の美学 

・研究の扉「『空気』と『世 

 間』・『世間』とは何か」 

 

・筆者が述べる「二重構造」「いき」の内容を理解し

たうえで、現代の日本人の美意識について自分の

考えを論じる。 

・《「空気」と「世間」》と《「世間」とは何か》を読み比

べたうえで、「世間」と「社会」という「ダブルスタン

ダードを生きる日本人」について考察し、意見をま

とめることができている。 

学年末考査 

3 ＊構成を考えながら自 

 分の意見を書く 

・「小論文を書く」 

・文章の筆者の意図をとらえ、批評する。 

・文章の組立てや進め方を工夫して書く。 

・自分や他の生徒が書いた文章を評価し、直すべき

点を明らかにする。 

・相互評価がもつ機能を認識し、自分の表現を改善

する。 

 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

２年生では、１年生で学んだ論理的な読み方を更に深めていきます。様々なジャンルの文章を読みながら、本文

の要旨を捉えることを心掛けましょう。また、複数の情報や資料と本文の関連性を意識することも大切です。日

頃から、広い視野で物事を捉え、事象の関連性を考え、異なる視点で物事を捉えなおす練習をしておきましょう。

また、漢字・語彙の獲得は普段からの継続した取り組みが必要です。気になる語はすぐに辞書で確認しましょう。 
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令和７年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 古典探究 

学年 類型・コース 単位数 

2年 
普通科 

（文型・英語コース） 
３ 

学習の 

目標 

＊生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の伝統的な言語文

化に対する理解を深めることができるようにする。 

＊論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、古典などを通した先人のもの

の見方、感じ方、考え方との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりす

ることができるようにする。 

＊言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ、我が国の

言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

使用教材 

教科書：『古典探究 古文編』 『古典探究 漢文編』（数研出版） 

副教材：『古典常識も学べる 新明説総合古典文法』（尚文出版） 

『古文単語パレット 3４５』（浜島書店） 

『精選漢文』（尚文出版）    

『プレミアムカラー国語便覧デジタル版』（数研出版） 

評価 

評
価
法 

定期考査、小テスト、課題考査、ノート、提出物で評価します。 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付ける

とともに、我が国の伝統的な言語文化に対する理解を深めること

ができるようにしている。 

b 思考・判断・表現 

「読むこと」の領域において、論理的に考える力や深く共感したり

豊かに想像したりする力を伸ばし、古典を通した先人のものの見

方、感じ方、考え方との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思

いや考えを広げたり深めたりすることができるようにしている。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

言葉を通じて積極的に他者や社会に関わったり、思いや考えを広

げたり深めたりしながら、言葉がもつ価値への認識を深めようと

しているとともに、進んで古典に親しみ，言葉を効果的に使おうと

している。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 

 

期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 

１
学
期 

4 ＊日記文学の文体  

 に親しむ 

『更級日記』 

「東路の道の果て」 

「物語」 

＊敬語の基礎を習得するとともに古典文法、付属語の理 

 解のもとに適切な現代語訳をする。 

＊作者が『源氏物語』を読むことに没頭していることがわ  

 かる表現を抜き出し、そのときの気持ちを考える。 

＊『源氏物語』に登場する「夕顔」や「浮舟」について調べ、   

 作者が二人を取り上げた理由を考える。 

中間考査 

 

 

 

 

 

中間考査 

発問評価 

 

 

 

 

課題 

ノート 

グループ

ワーク 
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5 ＊諸子百家の思想 

 について違いを 

 まとめる 

『論語』  

『孟子』 

『荀子』 

＊句法や語彙を正確に理解し、適切な現代語訳ができ 

 る。 

＊孔子の思想を受けて儒家の思想がどのように展開し 

 たのかを理解する。 

＊儒家の思想について、これまでに習得した語法や句法 

 の知識を駆使し、論理を正確に読み取る。 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

期末考査 

中間考査 

発問評価 

 

 

 

 

 

期末考査 

発問評価 

 

 

 

期末考査 

発問評価 

課題 

ノート 

グループ

ワーク 

 

 

 

課題 

ノート 

 

 

 

 

課題 

ノート 

グループ

ワーク 

中間考査 

6 ＊古典文学が伝え 

 る普遍的な価値 

 を考える① 

『源氏物語』  

「光源氏誕生」 

＊著名な古典文学作品である『源氏物語』やその作者に 

 ついて、関心を持ち、深く知る。 

＊帝・桐壺更衣・弘徽殿女御の人物像について考える。 

＊敬語の用法について理解を深めるとともに、古典文 

 法、付属語の理解のもとに適切な現代語訳をする。 

7 ＊諸子百家の思想 

 について違いを 

 まとめる 

『老子』 『荘子』 

『韓非子』 

*儒家と道家では、それぞれ人間が生きていくうえ 

 でどのようなことに重きを置いているか、考える。 

*本文から読み取れる君主のあるべき姿を説明する。 

期末考査 

２
学
期 

９ ＊古典文学が伝え 

 る普遍的な価値 

 を考える② 

『源氏物語』  

「小柴垣のもと」 

＊光源氏は「女子」のどこに興味をひかれているのか、説 

 明する。 

*和歌中の「若草」「露」「初草」が何をたとえているか、そ 

 れぞれの歌は何を訴えようとしているか、説明する。 

中間考査 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

期末考査 

中間考査 

発問評価 

 

 

 

中間考査 

発問評価 

 

 

 

 

期末考査 

発問評価 

 

 

 

期末考査 

発問評価 

課題 

ノート 

グループ

ワーク 

 

課題 

ノート 

 

 

 

 

課題 

ノート 

グループ

ワーク 

 

課題 

ノート 

グループ

ワーク 

10 ＊漢文句形に習熟 

 し、漢文の物語を  

 楽しむ① 

『史記』「鴻門之会」 

＊語句の意味や句法を理解し、適切に現代語訳する。 

＊登場人物の関係について理解し、その行動の意図を読 

 み取る。 

中間考査 

11 ＊歴史的人物の描 

 写に注目する 

『大鏡』 

「花山天皇の出家」 

「南院の競射」 

＊二方面に対する敬語、二重敬語、最高敬語について理 

 解し、適切な現代語訳をする。 

＊登場人物の感情の機微を読み取り、理解する。 

 

12 ＊漢文句形に習熟 

 し、漢文の物語を  

 楽しむ② 

『史記』 

「四面楚歌」 

「項王自刎」 

＊語句の意味や句法の理解をさらに深め、正しく現代語 

 訳する。 

＊登場人物の行動とそこから浮かび上がる人物像につ 

 いて考察する。 

期末考査 
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３
学
期 

1 ＊古典随筆に親し 

 み、時代や筆者独 

 自の美意識を読 

 み取る 

『枕草子』 

「大納言殿参り給

ひて」 

「二月つごもりころ

に」 

＊語句の意味や句法を理解し、正しく現代語訳する。 

＊場面を正確に理解し、登場人物の状況について読み取 

 り、その感情について考える。 

 

学年末 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

学年末 

考査 

 

 

 

 

 

 

学年末 

考査 

発問評価 

小テスト 

 

学年末 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

学年末 

考査 

 

 

 

 

 

 

学年末 

考査 

発問評価 

小テスト 

ノート 

グループ

ワーク 

 

 

 

 

 

 

ノート 

グループ

ワーク 

 

 

 

 

 

課題 

ノート 

 

 

 

課題 

ノート 

プリント 

2 ＊歴史的背景をふ 

 まえて漢文の読 

 みを深める 

『楚辞』 

「漁父辞」 

『陶淵明集』 

「桃花源記」 

＊屈原と漁父の問答について、それぞれの考え方をまと 

 め、その違いについて考える。 

＊漁父の歌った歌謡の意味を考える。 

＊「桃源郷」は現在どのような意味で使われているか調 

 べる。 

＊作品全体の構成を考える。 

学年末考査 

3 ＊無常観を学びつ 

 つ、文章の調子な 

 どに気づく 

『方丈記』 

「ゆく河の流れ」 

『平家物語』 

「忠度の都落ち」 

 

＊筆者の無常観や人生観を読み取る。 

 

 

 

 

＊軍記物語というジャンルについて、文学史的な位置づ

けも含めて知る。 

＊敬語、音便などの理解のもと、関心を持って読解する。

また、音読により文章の調子にも関心を向ける。 

 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

２年生の古典探究では、これまで以上に予習復習を怠ることなく着実な努力を重ねることが求められます。予習

の際には辞書や文法書を使って本文の語順に沿った現代語訳をするようにしてください。古文を自力で読める

ようになるには、古典文法・古文常識についての知識、古文単語の習得は必須です。古文単語帳の単語は、多義

語についても２年生のうちにマスターしておきましょう。漢文についても同様で句法や用字、漢文の常識語を

日々の予習・授業・復習のサイクルで身につけましょう。地道な努力で身につけた知識があってこそ古文で書かれ

た文章や物語を味わうことができます。ただの知識・技能の習得だけでなく、現代を生きる我々に共通する思い

や考え方を見いだすなど意欲的に学習してくれることを期待しています。 
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令和７年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 古典探究 

学年 類型・コース 単位数 

2年 
普通科（理型） 

理数科 
２ 

学習の 

目標 

＊生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の伝統的な言語文

化に対する理解を深めることができるようにする。 

＊論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、古典などを通した先人のもの

の見方、感じ方、考え方との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりす

ることができるようにする。 

＊言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ、我が国の

言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

使用教材 

教科書：『古典探究 古文編』 『古典探究 漢文編』（数研出版） 

副教材：『古典常識も学べる 新明説総合古典文法』（尚文出版） 

『古文単語パレット 3４５』（浜島書店） 

『精選漢文』（尚文出版）    

『プレミアムカラー国語便覧デジタル版』（数研出版） 

評価 

評
価
法 

定期考査、小テスト、課題考査、ノート、提出物で評価します。 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付ける

とともに、我が国の伝統的な言語文化に対する理解を深めること

ができるようにしている。 

b 思考・判断・表現 

「読むこと」の領域において、論理的に考える力や深く共感したり

豊かに想像したりする力を伸ばし、古典を通した先人のものの見

方、感じ方、考え方との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思

いや考えを広げたり深めたりすることができるようにしている。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

言葉を通じて積極的に他者や社会に関わったり、思いや考えを広

げたり深めたりしながら、言葉がもつ価値への認識を深めようと

しているとともに、進んで古典に親しみ，言葉を効果的に使おうと

している。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 

 

期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 

１
学
期 

4 ＊日記文学の文体  

 に親しむ 

『更級日記』 

「東路の道の果て」 

「物語」 

＊敬語の基礎を習得するとともに古典文法、付属語の理 

 解のもとに適切な現代語訳をする。 

＊作者が『源氏物語』を読むことに没頭していることがわ  

 かる表現を抜き出し、そのときの気持ちを考える。 

＊『源氏物語』に登場する「夕顔」や「浮舟」について調べ、   

 作者が二人を取り上げた理由を考える。 

中間考査 

 

 

 

 

 

中間考査 

発問評価 

 

 

 

 

課題 

ノート 

グループ

ワーク 
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5 ＊諸子百家の思想 

 について違いを 

 まとめる 

『論語』  

『孟子』 

『荀子』 

＊句法や語彙を正確に理解し、適切な現代語訳ができ 

 る。 

＊孔子の思想を受けて儒家の思想がどのように展開し 

 たのかを理解する。 

＊儒家の思想について、これまでに習得した語法や句法 

 の知識を駆使し、論理を正確に読み取る。 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

 

期末考査 

中間考査 

発問評価 

 

 

 

 

 

期末考査 

発問評価 

 

 

 

 

期末考査 

発問評価 

課題 

ノート 

グループ

ワーク 

 

 

 

課題 

ノート 

 

 

 

 

課題 

ノート 

グループ

ワーク 

中間考査 

6 ＊古典文学が伝え 

 る普遍的な価値 

 を考える① 

『源氏物語』  

「光源氏誕生」 

＊著名な古典文学作品である『源氏物語』やその作者に 

 ついて、関心を持ち、深く知る。 

＊帝・桐壺更衣・弘徽殿女御の人物像について考える。 

＊敬語の用法について理解を深めるとともに、古典文 

 法、付属語の理解のもとに適切な現代語訳をする。 

7 ＊諸子百家の思想 

 について違いを 

 まとめる 

『老子』 『荘子』 

『韓非子』 

*儒家と道家では、それぞれ人間が生きていくうえ 

 でどのようなことに重きを置いているか、考える。 

*本文から読み取れる君主のあるべき姿を説明する。 

期末考査 

２
学
期 

９ ＊古典文学が伝え 

 る普遍的な価値 

 を考える② 

『源氏物語』  

「小柴垣のもと」 

＊光源氏は「女子」のどこに興味をひかれているのか、説 

 明する。 

*和歌中の「若草」「露」「初草」が何をたとえているか、そ 

 れぞれの歌は何を訴えようとしているか、説明する。 

中間考査 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

期末考査 

中間考査 

発問評価 

 

 

 

中間考査 

発問評価 

 

 

 

 

期末考査 

発問評価 

 

 

 

期末考査 

発問評価 

課題 

ノート 

グループ

ワーク 

 

課題 

ノート 

 

 

 

 

課題 

ノート 

グループ

ワーク 

 

課題 

ノート 

グループ

ワーク 

10 ＊漢文句形に習熟 

 し、漢文の物語を  

 楽しむ① 

 物語を楽しむ 

『史記』「鴻門之会」 

＊語句の意味や句法を理解し、適切に現代語訳する。 

＊登場人物の関係について理解し、その行動の意図を読 

 み取る。 

中間考査 

11 ＊歴史的人物の描 

 写に注目する 

『大鏡』 

「花山天皇の出家」 

「南院の競射」 

＊二方面に対する敬語、二重敬語、最高敬語について理 

 解し、適切な現代語訳をする。 

＊登場人物の感情の機微を読み取り、理解する。 

 

12 ＊漢文句形に習熟 

 し、漢文の物語を  

 楽しむ② 

『史記』 

「四面楚歌」 

「項王自刎」 

＊語句の意味や句法の理解をさらに深め、正しく現代語 

 訳する。 

＊登場人物の行動とそこから浮かび上がる人物像につ 

 いて考察する。 

期末考査 
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３
学
期 

1 ＊古典随筆に親し 

 み、時代や筆者独 

 自の美意識を読 

 み取る 

『枕草子』 

「大納言殿参り給

ひて」 

「二月つごもりころ

に」 

＊語句の意味や句法を理解し、正しく現代語訳する。 

＊場面を正確に理解し、登場人物の状況について読み取 

 り、その感情について考える。 

 

学年末 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

学年末 

考査 

 

 

 

 

 

 

学年末 

考査 

発問評価 

小テスト 

 

学年末 

考査 

発問評価 

 

 

 

 

 

 

学年末 

考査 

発問評価 

 

 

 

 

 

学年末 

考査 

発問評価 

小テスト 

ノート 

グループ

ワーク 

 

 

 

 

 

 

ノート 

グループ

ワーク 

 

 

 

 

 

課題 

ノート 

 

 

 

課題 

ノート 

プリント 

2 ＊歴史的背景をふ 

 まえて漢文の読 

 みを深める 

『楚辞』 

「漁父辞」 

『陶淵明集』 

「桃花源記」 

＊屈原と漁父の問答について、それぞれの考え方をまと 

 め、その違いについて考える。 

＊漁父の歌った歌謡の意味を考える。 

＊「桃源郷」は現在どのような意味で使われているか調 

 べる。 

＊作品全体の構成を考える。 

学年末考査 

3 ＊無常観を学びつ 

 つ、文章の調子な 

 どに気づく 

『方丈記』 

「ゆく河の流れ」 

『平家物語』 

「忠度の都落ち」 

 

＊筆者の無常観や人生観を読み取る。 

 

 

 

 

＊軍記物語というジャンルについて、文学史的な位置づ

けも含めて知る。 

＊敬語、音便などの理解のもと、関心を持って読解する。

また、音読により文章の調子にも関心を向ける。 

 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

２年生の古典探究では、これまで以上に予習復習を怠ることなく着実な努力を重ねることが求められます。予習

の際には辞書や文法書を使って本文の語順に沿った現代語訳をするようにしてください。古文を自力で読める

ようになるには、古典文法・古文常識についての知識、古文単語の習得は必須です。古文単語帳の単語は、多義

語についても２年生のうちにマスターしておきましょう。漢文についても同様で句法や用字、漢文の常識語を

日々の予習・授業・復習のサイクルで身につけましょう。地道な努力で身につけた知識があってこそ古文で書かれ

た文章や物語を味わうことができます。ただの知識・技能の習得だけでなく、現代を生きる我々に共通する思い

や考え方を見いだすなど意欲的に学習してくれることを期待しています。 
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令和 7年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 地理総合 
学年 類型・コース 単位数 

2年 普通科、理数科 ２ 

学習の 

目標 

社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広

い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為

な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

使用教材 

教科書：『地理総合 世界に学び地域へつなぐ』（二宮書店）『詳解現代地図 最新版』（二宮書店） 

副教材：『新詳地理資料 COMPLETE202５』（帝国書院）  

『ニューコンパス 地理の整理と演習 202５』（東京法令出版株式会社） 

評価 

評
価
法 

定期考査、ノート（授業プリント・ワークシートを含む）、振り返りシート 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 

知識：地理に関わる諸事象に関して，世界の生活文化の多様性

や，防災，地域や地球的課題への取組などを理解する。 

技能：地図や地理情報システムなどを用いて，調査や諸資料から

地理に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能

を身に付けるようにする。 

b 思考・判断・表現 

地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，位置や分

布，場所，人間と自然環境との相互依存関係，空間的相互依存作

用，地域などに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考

察したり，地理的な課題の解決に向けて構想したりする力や，考

察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したり

する力を養う。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野にそこ

で見られる課題を主体的に追究，解決しようとする態度を養うと

ともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日

本国民としての自覚，我が国の国土に対する愛情，世界の諸地域

の多様な生活文化を尊重しようとすることの大切さについての自

覚などを深める。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 
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期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 

１
学
期 

4 第１章 地図とＧ

ＩＳの活用 

第１項 球面上の

世界 

 

 

 

第２項 日本の位

置と領域 

・地球上の位置情報の基礎として，球体としての地

球，緯度・経度の基本的なしくみ，地球上での位置

の示し方を理解する。 

・経度の違いから時差の概念を捉え，日常生活にお

ける時差計算の技能を身につけ，球面として成り立

つ世界認識をもつ。 

 

・図法によって異なる世界地図の特色を捉え，ス

ケール，視点，図法などを変化させながら，世界

における日本の位置を理解する。 

・グローバルな立場から日本の領域を理解する

ために，国境や国家の領域の世界的な基準を捉

えながら，日本が抱える周辺諸国間との領有権

の問題や海洋資源の利用について考える。 

定期考査 定期考査 ノート 

振り返り

シート 

5 第３項 国内や国

家間の結びつき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４項 暮らしの

な か の 地 図 と

GIS 

・グローバル化が進む世界において，国家間の協調

や不均衡を理解するために，世界の実態を捉える

ための道具としての統計地図やグラフのつくり方

を理解する。 

・交通・通信，貿易・物流，観光の視点から，人やも

の，情報，資本・サービスの移動のようすについて，

統計地図やグラフなどの資料から読み取る技能を

身につける。 

・グローバルな視点から持続可能な社会の形成の

ために，資料を根拠として示しながら課題解決のた

めの方策を多面的・多角的に考える。 

 

・身近な地図を集め，それらの地図の特徴を捉え，

地図情報の有用性を理解する。 

・地図情報を活用する方法として，紙地図と電子地

図としての GIS があることを理解し，地理院地図

や地形図を通して認識する。 

・GIS が日常生活にも利用されている実例を捉え，

大量の地理情報を処理できる GIS の特徴や利用

方法，そのしくみについて理解する。 

・GIS で作成した地図を重ね合わせ，地域の特徴を

分析する方法と技能を身につける。 

中間考査 

6 

 

第２章 地理的環

境の特色 

・世界の大地形の広がりがプレートテクトニクス

にもとづくプレート境界と関連し，変動帯に位置
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第１項 地形と生

活文化 

 

 

 

 

 

第２項 気候と生

活文化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

する場所では山岳地域や高原を形成し，地震あ

るいは場所によって火山を伴うことを理解する。 

・河川，海岸などの外的営力による地形の形成と

その広がり，およびそれらの地形と対応した人々

の生活と地形を取り巻く環境の変化について，

写真や地形図などの資料を通して考える。 

 

・世界的な視野から大気や海流が循環するしくみ

を捉え，地球上ではそれらの影響を反映した気

候の地域性が生まれていることを理解する。 

・降水量と気温の特徴をふまえながら世界の気

候をケッペンの気候区分から捉え，植生や農業な

どの人々の生活文化に多様な影響を与えている

ことを理解する。 

・熱帯，乾燥帯，温帯，亜寒帯，寒帯の各気候は

人々の生活文化とどのような関わりをもつの

か，どのような生活の工夫があるのか，写真や雨

温図などの資料から考える。 

7 第３項 産業と生

活文化 

 

 

 

 

 

 

 

第４項 宗教・言

語と生活文化 

・世界の生活文化が各地域の環境に基づいて発

達する産業を基盤に成り立つ現状を捉え，世界

スケールにおける第 1次産業，第2次産業，第3

次産業の地域的な特徴をグローバル化の観点で

理解する。 

・産業の発達と生活文化がどのようにかかわる

のか，産業はどのように変化してきているのか，

主題図などの資料を通じて理解を深める。 

 

・世界でみられる生活文化の多様性について，宗

教，言語の分布や人々との関わりを主題図や写

真などの資料を通じて理解するとともに分布を

示す要因について理解する。 

・世界の少数民族，移民，難民の問題を捉えなが

ら，マイノリティなどをふまえた多様な人々に配

慮し，自他の文化を尊重する社会の実現を考え

る。 

期末考査 

２
学
期 

９ 第３章 世界各地

の生活文化 

第１項  経済発

展と生活文化の

変化〜東アジア 

・社会経済システムの変化に焦点を当て，東アジア

の中国と韓国を例に両国の特徴を主題図やグラフ

などの資料を通じて捉える。 

・特に世界や日本，中国，韓国の 3 か国とのつなが

りから両国の経済発展の発達過程ついて理解し，

定期考査 定期考査 ノート 

振り返り

シート 
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第２項  宗教の

多様性と生活文

化〜ASEAN 諸

国 

 

 

 

 

 

 

第３項  水の恵

みと生活文化〜

南アジア 

経済発展の結果として起きている様々な問題につ

いて生活文化と対応させながら考える。 

 

・多民族社会と地域統合に焦点を当て，様々な言

語や宗教をもつ東南アジア諸国の人々の生活文

化にはどのような特色がみられるのか，主題図

や写真などの資料をもとに理解する。 

・特に仏教，イスラム教，キリスト教の各文化圏に

おける生活文化の多様性や多言語・多民族社会

の様子，また豊かな資源を背景に経済発展を遂

げる ASEAN 諸国の現状と課題について考え

る。 

 

・水資源に焦点を当て，地形，気候などの自然環

境を捉えながら，水資源と宗教，農業，文化や産

業の成立の関わりを主題図やグラフなどの資料

を通じて理解する。 

・経済成長を背景とした水資源の課題を周辺国

とのつながりから考える。 

10 第４項 イスラー

ム社会の多様性

と生活文化〜イ

スラーム圏 

 

 

 

 

 

第５項 多様な気

候と生活文化〜

アフリカ 

 

 

 

 

 

第６項 経済統合

による生活文化

の変化〜EU と

周辺諸国 

・イスラームに焦点を当て，気候条件，宗派の違い，

聖地メッカからの距離，エネルギー資源の有無など

を基盤とした経済水準の違いについて理解する。 

・ムスリムの生活文化に差異をもたらしている要因

を主題図や写真などの資料をもとに考える。 

・社会問題の例として，パレスチナやエルサレムの問

題，少数民族の問題を民族・言語の分布から理解す

る。 

 

・自然環境と生活文化の対応とその多様さに焦

点を当て，モノカルチャー経済の構造は残りなが

らも，多様性に富む自然環境や食文化をもち，資

源開発などを背景とした近年の経済成長につい

て主題図や写真などの資料を通じて理解する。 

・経済成長や開発などを背景としたアフリカの課

題を自然環境と生活文化の関わりから考える。 

 

・産業の発達と地域統合に焦点を当て，ヨーロッ

パを例に多様性と一体化をもつ産業の特徴やそ

の歴史的背景を捉え，気候，言語・宗教の分布な

どを関連させながら主題図やグラフなどの資料

をもとに理解する。 

・地域統合の長所とともにイギリスの EU 離脱や
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加盟各国の移民排斥の動きの強まりなどの課題

を整理する。 

・地域間格差が生じている現状を捉え，これから

のヨーロッパのよりよい社会を目指して課題に

ついて考える。 

中間考査 

11 第７項 寒冷な気

候と生活文化〜

ロシア 

 

 

 

 

第８項 グローバ

ル化による生活

文化の変化〜ア

メリカ・カナダ 

 

 

 

 

第９項 土地の開

発による生活文

化の形成〜ラテ

ンアメリカ 

・寒冷な自然環境に焦点を当て，ロシアを例に主

題図やグラフなどの資料をもとに気候に制約を

受ける農業など，自然環境と人々の生活との対

応を理解する。 

・豊富な鉱物資源を背景にしたヨーロッパ諸国や

日本など東アジアとの結びつきや近年の開発に

よる自然環境への影響を考える。 

・社会経済システムのグローバル化に焦点を当

て，主題図や写真などの資料を通じて，民族構成

から多様な社会と歴史的背景を理解する。 

・企業的農業の発達とアメリカ合衆国の外食産

業や ICT 産業などの多国籍企業が世界の経済

や生活文化に影響を与えている現状を捉える。 

・アメリカ合衆国の貿易の問題についてグローバ

ルな視点で考える。 

・開発に焦点を当て，ラテンアメリカで様々な人

びとが生活している理由やプランテーションをは

じめ農業や鉱業などの産業の多様性がみられる

理由について，主題図やグラフなどの資料をも

とに多様な自然環境や植民地時代の開発の影

響，そして近年の社会経済システムの変化から捉

える。 

・鉱工業が発展していく中で生じている貧富の差

の現状を捉え，その解決に向けた取り組みを考

える。 

12 第１０項 植民と

移民による生活

文化の形成〜オ

セアニア 

 

 

 

第４章 地球的課

題と国際協力 

第１項 地球環境

・開発に焦点を当て，オーストラリアとニュージー

ランドの自然環境の違いを比較し，主題図や写

真などの資料から植民の歴史とそこに展開する

産業を捉え，両国の生活文化の違いを理解する。 

・オーストラリアとニュージーランドの生活文化の

歴史的背景や現状と将来について，周辺国との

つながりや多文化社会と関連づけて考える。 

・持続可能な地球社会を考えるうえで，地球規模

で起きている環境問題は，一国だけで対応でき

るものではないこと，多面的・多角的に考えてい
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問題 

 

 

 

 

 

第２項  資源・エ

ネルギー問題 

くことが必要であること，自らとかかわる問題で

あることを SDGsをふまえて認識する。 

・深刻な地球環境問題を生じている大気汚染，森

林減少，砂漠化，気候変動について事例をあげて

捉え，それぞれの影響と将来の予測から解決の

取り組みについて考える。 

・地球規模で起こる資源の問題について主題図

などの資料をもとに考え，偏在して分布すること

で保有国と非保有国との間に格差があることを

認識する。 

・エネルギー資源の変化を捉えながら資源の大

量消費によって枯渇の恐れがあることを認識し，

これらの解決のための取り組みを SDGs と関連

づけて考える。 

期末考査 

３
学
期 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３項 人口・食

料問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４項 居住・都

市問題 

 

 

 

 

 

 

第５章 生活圏の

諸課題 

第１項 日本の自

然災害と防災 

 

 

 

 

・人口が急増している世界の現状を捉えるととも

に，人口ピラミッドや相関図などの資料から人口問

題の構造と地域差を捉え，人口問題の背景や問題

点を整理する。 

・持続可能な社会をつくるために，飢餓とその要因

である人口問題，食料問題について，主題図やグラ

フなどの資料を集め，グローバル，ローカルのそれ

ぞれ異なる視点から根拠をもとに SDGsと関連づ

け対応策を構想する。 

 

・世界では都市に人口が集まる現象がみられる

ことを主題図やグラフから読み取り，人口が集ま

る都市内部の構造を景観をふまえ理解する。 

・途上国の大都市を中心に人口集中に伴う問題

が生じていることを捉え，問題の要因を理解しな

がら，都市の問題の改善を目指した都市計画を

取り上げ，SDGs と関連づけ都市問題の解決策

を考える。 

・日本列島の地形と気候の特徴を主題図，グラ

フ，写真などの資料をもとに，多様性や自然の恩

恵があることを認識しながら，自然災害を与える

要素があることを理解する。 

・日本各地では毎年のように様々な自然災害が

起きていることを理解するため，風水害，火山，

地震・津波，都市型の災害の具体的な事例につい

て，新旧の地形図，ハザードマップ，気象情報，電

定期考査 定期考査 ノート 

振り返り

シート 
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2  

 

 

 

子地図などを利用する技能とともに捉える。 

・自然災害はどのような自然環境と関係している

のか，それに対する備えはどうすれば良いのか

考え，居住地域での防災・減災意識の向上につな

げる。 

学年末考査 

3 第２項 生活圏の

諸課題と地域調

査 

・日本が抱える地域的な課題について，身近な地

域を例に取り上げ，人口の少子高齢化，過疎化に

ついて景観観察や聞き取りを通じた調査の技能

を身につける。 

・現地調査と統計資料によって得られた結果を

主題図などにまとめ，他地域と比較して考察する

技能を身につける。 

・調査結果をもとに，地域の活性化に向けたまち

づくりのプランを発表する。 

 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

地理の分野では、地図やグラフ、統計などの読み取りを通じて、世界各地の特色や課題を把握していきます。ま

た、「なぜそのような特色や課題が現れてくるのか」ということについて考察を深めることで、地理的認識や論理

的思考力を育成します。最後には、地域社会や国際社会の課題について、自分なりに考えて社会に参画する力を

身に付けていきましょう。 
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令和７年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 日本史探究 
学年 類型・コース 単位数 

2年 普通科文型 ４ 

学習の 

目標 

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広

い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家および社会の有

為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成することを目指す。 

使用教材 

教科書：『詳説日本史』（山川出版社）  

副教材：『図説日本史通覧』（帝国書院）  

『日本史 重要語句 Check List2025』（啓隆社） 

評価 

評
価
法 

中間考査  期末考査 ノート・ファイル等の提出物 小テスト 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，地理的条件や世

界の歴史と関連づけながら総合的にとらえて理解しているととも

に、諸資料から我が国の歴史に関する様々な情報を適切かつ効

果的に調べまとめる技能を身につけるようにする。 

b 思考・判断・表現 

我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義、伝統と文化の

特色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現在とのつな

がりなどに着目して、概念などを活用して多面的・多角的に考察

したり、歴史にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想し

たり、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらをもとに

議論したりする力を養う。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、よりよい社会の実

現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を養うととも

に、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国

民としての自覚、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化

を尊重することの大切さについての自覚などを深める。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 
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期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 

１
学
期 

4 第 1章日本文化

のあけぼの 

 

 

 

 

 

第 2章 

古墳とヤマト政

権 

①人類文化の発生を考え、日本列島における旧石器文

化・縄文文化の時代の社会を理解する。 

②打製石器・磨製石器・縄文土器の発掘、竪穴住居の状

況など考古学の成果によって教科書の叙述が成り立って

いることに気づく。 

＊歴史資料と原子・古代の展望 

 

①地域の首長の出現から統一国家に至る過程を、古墳の

変容からとらえる。 

②ヤマト政権による国家の形成過程について、東アジア

世界との関係を踏まえて考察する。 

③古墳時代後期から終末期の変容と、ヤマト政権の政治

制度を理解する。 

④ヤマト政権の権力争いや大陸文化の摂取に着目して、

飛鳥時代を考察する。 

⑤飛鳥文化に世界の諸地域の文化の影響がみられるこ

とを理解する。 

定期 考

査 

定期 考

査 

ノート・

ファイル

等 の 提

出物 

5 第 3章 

律令国家の形成 

①律令国家が成立するまでの政治過程について考察す

る。 

②律令にもとづく国内統治体制について理解する。 

③律令体制の完成期としての奈良時代を、律令体制の状

況を多角的・多面的にとらえて考察する。 

④平城京における政治動向について、土地政策も含めて

考察する。 

⑤律令国家の成立期に当たる白鳳文化の形成過程につ

いて考察する。 

⑥天平文化における政治性と国際性、国家仏教の展開な

どに着目して、古代国家の展開を理解する。 

⑦平安前期を中心とした古代国家の推移について、東北

経営や政治改革、地方統治の変容を踏まえて、律令体制

の変質を考察する。 

⑧東アジアとの関係を踏まえて、唐風文化である弘仁・貞

観文化を理解する。 

中間考査 

6 第 4章 

貴族政治の展開 

①藤原氏による摂関政治の成立過程と政治運営への影

響について考察する。 

②日本と東アジアとの関係において、民間の貿易や交流

が中心となったことをとらえる。 

③大陸文化の消化と末法思想を前提とした新しい貴族
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文化として、国風文化が展開されたことを理解する。 

④摂関政治の在り方と文化の展開に、どのような関係が

あるかを考察する。 

⑤律令制にもとづく地方統治体制の崩れへの対応が、公

領支配の変質、荘園の拡大をもたらした経過を考察す

る。 

⑥地方の反乱やその鎮圧など、武士の成長過程につい

て、源氏などを例にとって考察する。 

7 第 5章 

院政と武士の躍

進 

 

 

 

 

 

 

第 6章 

武家政権の成立 

①院政期前後の土地支配形態を踏まえて、院政期の政

治・経済・社会・文化を理解する。 

②外戚関係や人材登用など、後三条天皇が摂関家に遠

慮せず改革を進めた背景を考察する。 

③政治の動向、国際関係・経済・文化への対応を踏まえ

て、平氏政権の特性について考察する。 

④古代から中世への変化について考察し、時代を通観す

る問いを表現する。 

 

＊歴史資料と中世の展望 

①鎌倉幕府が東国の地方政権から全国的な武家政権に

成長していく過程を理解する。 

②鎌倉幕府の成立時期をめぐる諸説に関して、それぞれ

の根拠を明確にして考察する。 

③承久の乱にともなう公武関係の変化に着目して、将軍

独裁体制から執権政治の確立に至る過程を理解する。 

④武士の生活と地方支配を通じて、土地に対する実質的

な支配権を地頭が掌握するに至った過程を考察する。 

⑤モンゴル襲来による政治・経済・文化への影響が、幕府

の衰退につながっていくことを理解する。 

⑥非御家人に対する権限拡大など、幕府勢力が西国に浸

透したことの意義を考察する。 

⑦庶民や武士の活動が活発化し、鎌倉仏教が成立するな

ど、文化の新しい気運が生まれたことを理解する。 

⑧伝統的な公家文化の世界で、有職故実・古典研究など

の学問が進展した背景を考察する。 

期末考査 

２
学
期 

９ 第 7章 

武家社会の成長 

①南北朝の動乱から室町幕府の成立と安定について、日

本諸地域の動向などを踏まえて考察する。 

②琉球・蝦夷ヶ島を含む東アジアとの交流が中世日本に

もたらした影響について理解する。 

③庶民の活動が社会秩序の変革の原動力として成長し

ていったことを踏まえて、幕府の動揺や下剋上の風潮を

定期 考

査 

定期 考

査 

ノート・

ファイル

等 の 提

出物 
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考察する。 

④諸産業の発達による庶民の台頭を踏まえて、中世社会

の多様な展開を幅広く理解する。 

⑤武家政権の支配の進展や東アジア世界との交流に着

目して、武家文化と公家文化および、大陸文化と伝統文

化の関わりについて理解する。 

⑥庶民文化の萌芽や、応仁の乱を契機とした文化の地方

伝播、戦国大名の保護による文化の地方普及を理解す

る。 

⑦応仁の乱以降、地方権力として登場した戦国大名や各

地に展開した都市について、諸地域の地理的条件と関連

づけて考察する。 

10 第 8章 

近世の幕開け 

①大航海時代と呼ばれる世界史的背景を踏まえて、ヨー

ロッパ人の東アジアへの進出とその影響を考察する。 

②織田信長の統一事業、豊臣秀吉の天下統一、秀吉の朝

鮮侵略と続く織豊政権の特色と意義、その後の時代への

影響について理解する。 

③新興の大名や都市の豪商の精神を反映した桃山文化

について、町衆の生活にも着目し、時代的背景を踏まえ

て考察する。 

④中世から近世への変化について考察し、時代を通観す

る問いを表現する。 

中間考査 

11 第 9章 

幕藩体制の成立

と展開 

＊歴史資料と近世の展望 

①江戸幕府の成立による幕藩体制の確立過程を理解す

る。 

②江戸幕府の鎖国政策について、単なる対外貿易の遮断

ではないことを理解し、鎖国後の貿易関係の在り方も含

めてその影響と歴史的意義について考察する。 

③幕藩体制の確立期の経済・社会を、兵農分離や村落・

都市支配などの観点から、多面的・多角的に考察する。 

④被支配身分の特質や、周縁部分に生きる人々の社会的

役割について理解する。 

⑤17 世紀後半から 18 世紀前半までの江戸幕府の安定

期について、その平和と秩序の確立の視点で考察する。 

⑥諸藩における政治の安定化や刷新について、その特色

を理解する。 

⑦幕藩体制の安定期の農業・商工業などの発展につい

て、諸産業相互の関係やその社会的役割を踏まえて考察

する。 

⑧全国市場の確立や都市の発達で商品流通が拡大し、各
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地で風土に応じた特産物が生まれたことを理解する。 

⑨経済の発展と関連して町人文化が形成されたことにつ

いて、町人の社会的台頭や幕藩体制の安定と関連させて

理解する。 

⑩儒学の特色を理解し、その発達が他の学問に与えた影

響を考察する。 

12 第 10章 

幕藩体制の動揺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 11章 

近世から近代へ 

①農村や都市の変容により幕藩体制が動揺する中、幕府

や諸藩がおこなった諸改革の意義とその影響を考察す

る。 

②幕府や藩の支配に対しておこなわれた百姓一揆や、都

市の打ちこわしの実態について理解する。 

③江戸中期に確立した洋学や国学、新たなかたちで展開

する文学・芸能・美術について、社会の変容にともなう幕

藩体制の動揺と関連づけて考察する。 

④幕府や藩による武士の教育に加え、民間でも私塾や寺

子屋が開かれた背景について理解する。 

⑤欧米諸国のアジア進出による国際情勢の変化やそれに

対する幕政の対処を踏まえて幕府が衰退していく過程を

理解する。 

⑥近代化の基盤の形成について、産業経済面や軍事面な

どに着目して、雄藩の浮上という地方からの視点から考

察する。 

⑦化政文化について、学問・思想・教育・文学・美術・生活

文化の新たな展開に着目し、江戸と地方の文化的交流に

も留意して考察する。 

⑧都市の民衆を中心とする芸能などが盛んになったこと

を理解する。 

 

①国際社会に組み込まれるという国際環境の変化に着

目して、日本の開国を社会・経済面での変化と関わらせ

て考察する。 

②江戸幕府の威信低下と雄藩の台頭について、政治情勢

の変化と列強の動向を関連させて理解する。 

③幕末の動乱における天皇を中心とする統一国家構想

の芽生えから幕府の滅亡、旧幕勢力の一掃に至るまでの

経過を理解する。 

④近世から近代への変化について考察し、時代を通観す

る問いを表現する。 

期末考査 
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３
学
期 

1 第 12章 

近代国家の成立 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 13章 

近代国家の展開 

＊歴史資料と近代の展望 

①明治新政府の制度改革や富国強兵・殖産興業政策に着

目して、政治的変革と国家的統一過程を理解する。 

②欧米文化・思想の導入と近代化政策に対する士族反

乱・農民一揆の発生と、言論闘争への転換を理解する。 

③明治初期の対外政策について、欧米への対応とアジア

に対する外交政策の違いについて考察する。 

④政府の強力な中央集権体制への志向のもとで、自由民

権運動の始まりから立憲国家の成立に至る間、近代国家

の基盤が形成されていく過程を考察する。 

⑤大日本帝国憲法の性格について具体的・多角的に理解

する。 

 

①東アジアをめぐる国際環境が変容する中、国家的課題

であった不平等条約の改正交渉が進展した過程や、朝鮮

問題から日清戦争に至る経緯について理解する。 

②開戦に至る国際関係や、日露戦争の経過、戦後の日本

の国際的地位の変化と植民地支配の推進について、諸外

国の動向と関連づけて考察する。 

③第一次世界大戦前後の政治の動向および対外政策の

推移について、政党政治の発展や日本の中国進出の状況

を踏まえて理解する。 

④第一次世界大戦が日本の社会経済や政治に及ぼした

影響について、欧米・アジア経済との関係や政党内閣の

成立などと関連させて考察する。 

⑤ワシントン体制に至る国際的協調体制の進展など国際

環境の推移を、日本の立場に着目して理解する。 

⑥民主主義的風潮による社会運動の動向を理解すると

ともに、普選運動など政党政治の発展から二大政党によ

る政党内閣制成立に至るまでの意義について考察する。 

定期 考

査 

 

定期 考

査 

ノート・

ファイル

等 の 提

出物 

2 第 14章 

近代の産業と生

活 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①日清・日露戦争前後にかけて資本主義国家の基礎が確

立された過程を、産業革命や近代産業の発展に着目して

理解する。 

②近代産業の発展にともなう社会問題(労働問題・公害

問題)の発生と政府の対応について考察する。 

③伝統的な文化のうえに欧米文化を摂取するなど二元

性をもって成立した近代文化の特色について、政治・経

済・外交などの視点をもって考察する。 

④義務教育の普及・定着とともに、国家主義的教育が浸

透していくことを理解する。 

⑤労働者や都市中間層の拡大による大衆社会の基盤の

成立に着目し、都市化や市民生活の変化を踏まえて、大
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第 15章 

恐慌と第二次世

界大戦 

衆文化の特色について考察する。 

⑥大衆文化の前提となる教育の普及・発展、マスメディア

の発達について理解する。 

①戦後恐慌から昭和恐慌に至る国内経済の動揺につい

て、国内・国外の経済状況と対策に着目して理解する。 

②社会主義運動の高揚と国家主義の台頭による軍部の

政治的進出を踏まえて、協調外交が挫折していく過程を

考察する。 

③日本の対外政策の推移について、世界情勢や軍部の政

治的進出に着目して、政党内閣の崩壊や国際的孤立の過

程について理解する。 

④恐慌から脱出し、国家主義が高揚する中で、五・一五事

件から二・二六事件にかけて、軍部の影響力が増大して

いく過程を考察する。 

⑤日中戦争の勃発から太平洋戦争の突入に至る過程に

ついて、国民生活の変化や諸統制に着目して全体主義的

な国家体制の進展を考察する。 

⑥第二次世界大戦について、国家間の相違や総力戦の特

色を踏まえ、この戦争が空前の惨禍をもたらした点に着

目して、平和で民主的な国際社会の実現に努める重要性

を認識する。 

学年末考査 

3 第 16章 

占領下の日本 

 

 

 

 

 

 

 

第 17章 

高度成長の時代 

 

 

 

 

 

 

 

 

①戦後の世界秩序を踏まえ、占領政策および戦後の民主

化政策とそれにともなう諸改革について、その経過と内

容を理解する。 

②戦後政治の動きを踏まえて、集大成となる日本国憲法

制定の意義を考察する。 

③東アジア情勢の変化を踏まえ、連合国による占領が終

結して日本が独立した意義を考える。 

④連合国による日本占領の終結と、その後の日米関係の

継続について、様々な国の立場から考察する。 

①独立後の日本国内政治について、衆議院を保守・革新

の二大勢力が占める55年体制の成立から安定した保守

政権となるまでの経過を理解する。 

②冷戦構造の中で日本が国際社会に復帰したことにつ

いて、日本の国際連合への加盟、アメリカ・中華人民共和

国・大韓民国との関係に着目して、独立回復後の日本の

動きを考察する。 

③朝鮮特需による経済復興とその後の高度経済成長に

ついて、経済の国際化と国内の技術革新などの側面に着

目して考察する。 
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第 18章 

激動する世界と

日本 

④消費革命による社会の変貌と、経済成長がもたらした

ひずみである社会問題について理解する。 

①ドル＝ショックや石油危機を踏まえて、主要先進国首

脳会議が開かれた意義を理解する。 

②高度成長が終焉し、保守政権が動揺する中、２度にわ

たる石油危機を乗り越え、経済大国としての道を歩み始

めた日本の状況を多面的・多角的に考察する。 

③冷戦体制の終結とそれに関わる国内の状況について、

日本の政治・外交・経済・生活文化面を踏まえて多面的・

多角的にとらえる。 

④科学技術・産業の発達によって派生する環境問題やエ

ネルギー問題などの日本の課題とそれに対する日本の

役割を認識する。 

＊現代の日本の課題の探究 

 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

歴史探究の授業は、ただ知識をインプットするだけではなく、歴史について、調べ、まとめ、考察し、さらによりよ

い社会の実現を視野に課題を探究することなどの主体的な活動を通じて、自分で根拠を確認した情報に基づい

て自ら考える力を養うことが求められています。一方的に聞くだけではなく、主体的に考えながら授業を受ける

ことができるようにしてください。 
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令和７年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 日本史探究 
学年 類型・コース 単位数 

2年 普通科英語コース ３ 

学習の 

目標 

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広

い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家および社会の有

為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成することを目指す。 

使用教材 

教科書：『詳説日本史』（山川出版社）  

副教材：『図説日本史通覧』（帝国書院）  

『日本史 重要語句 Check List2025』 （啓隆社） 

評価 

評
価
法 

中間考査  期末考査 ノート・ファイル等の提出物 小テスト 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，地理的条件や世

界の歴史と関連づけながら総合的にとらえて理解しているととも

に、諸資料から我が国の歴史に関する様々な情報を適切かつ効

果的に調べまとめる技能を身につけるようにする。 

b 思考・判断・表現 

我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義、伝統と文化の

特色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現在とのつな

がりなどに着目して、概念などを活用して多面的・多角的に考察

したり、歴史にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想し

たり、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらをもとに

議論したりする力を養う。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、よりよい社会の実

現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を養うととも

に、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国

民としての自覚、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化

を尊重することの大切さについての自覚などを深める。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 
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期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 

１
学
期 

4 第 1章日本文化

のあけぼの 

 

 

 

第 2章 

古墳とヤマト政

権 

①人類文化の発生を考え、日本列島における旧石器文

化・縄文文化の時代の社会を理解する。 

②打製石器・磨製石器・縄文土器の発掘、竪穴住居の状

況など考古学の成果によって教科書の叙述が成り立って

いることに気づく。 

①地域の首長の出現から統一国家に至る過程を、古墳の

変容からとらえる。 

②ヤマト政権による国家の形成過程について、東アジア

世界との関係を踏まえて考察する。 

③古墳時代後期から終末期の変容と、ヤマト政権の政治

制度を理解する。 

④ヤマト政権の権力争いや大陸文化の摂取に着目して、

飛鳥時代を考察する。 

⑤飛鳥文化に世界の諸地域の文化の影響がみられるこ

とを理解する。 

定期 考

査 

定期 考

査 

ノート・

ファイル

等 の 提

出物 

5 第 3章 

律令国家の形成 

①律令国家が成立するまでの政治過程について考察す

る。 

②律令にもとづく国内統治体制について理解する。 

③律令体制の完成期としての奈良時代を、律令体制の状

況を多角的・多面的にとらえて考察する。 

④平城京における政治動向について、土地政策も含めて

考察する。 

⑤律令国家の成立期に当たる白鳳文化の形成過程につ

いて考察する。 

⑥天平文化における政治性と国際性、国家仏教の展開な

どに着目して、古代国家の展開を理解する。 

⑦平安前期を中心とした古代国家の推移について、東北

経営や政治改革、地方統治の変容を踏まえて、律令体制

の変質を考察する。 

⑧東アジアとの関係を踏まえて、唐風文化である弘仁・貞

観文化を理解する。 

中間考査 

6 第 4章 

貴族政治の展開 

①藤原氏による摂関政治の成立過程と政治運営への影

響について考察する。 

②日本と東アジアとの関係において、民間の貿易や交流

が中心となったことをとらえる。 

③大陸文化の消化と末法思想を前提とした新しい貴族

文化として、国風文化が展開されたことを理解する。 

④摂関政治の在り方と文化の展開に、どのような関係が
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あるかを考察する。 

⑤律令制にもとづく地方統治体制の崩れへの対応が、公

領支配の変質、荘園の拡大をもたらした経過を考察す

る。 

⑥地方の反乱やその鎮圧など、武士の成長過程につい

て、源氏などを例にとって考察する。 

7 第 5章 

院政と武士の躍

進 

 

 

 

 

 

第 6章 

武家政権の成立 

①院政期前後の土地支配形態を踏まえて、院政期の政

治・経済・社会・文化を理解する。 

②外戚関係や人材登用など、後三条天皇が摂関家に遠

慮せず改革を進めた背景を考察する。 

③政治の動向、国際関係・経済・文化への対応を踏まえ

て、平氏政権の特性について考察する。 

④古代から中世への変化について考察し、時代を通観す

る問いを表現する。 

①鎌倉幕府が東国の地方政権から全国的な武家政権に

成長していく過程を理解する。 

②鎌倉幕府の成立時期をめぐる諸説に関して、それぞれ

の根拠を明確にして考察する。 

③承久の乱にともなう公武関係の変化に着目して、将軍

独裁体制から執権政治の確立に至る過程を理解する。 

④武士の生活と地方支配を通じて、土地に対する実質的

な支配権を地頭が掌握するに至った過程を考察する。 

⑤モンゴル襲来による政治・経済・文化への影響が、幕府

の衰退につながっていくことを理解する。 

⑥非御家人に対する権限拡大など、幕府勢力が西国に浸

透したことの意義を考察する。 

⑦庶民や武士の活動が活発化し、鎌倉仏教が成立するな

ど、文化の新しい気運が生まれたことを理解する。 

⑧伝統的な公家文化の世界で、有職故実・古典研究など

の学問が進展した背景を考察する。 

期末考査 

２
学
期 

９ 第 7章 

武家社会の成長 

①南北朝の動乱から室町幕府の成立と安定について、日

本諸地域の動向などを踏まえて考察する。 

②琉球・蝦夷ヶ島を含む東アジアとの交流が中世日本に

もたらした影響について理解する。 

③庶民の活動が社会秩序の変革の原動力として成長し

ていったことを踏まえて、幕府の動揺や下剋上の風潮を

考察する。 

④諸産業の発達による庶民の台頭を踏まえて、中世社会

の多様な展開を幅広く理解する。 

⑤武家政権の支配の進展や東アジア世界との交流に着

定期 考

査 

定期 考

査 

ノート・

ファイル

等 の 提

出物 
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目して、武家文化と公家文化および、大陸文化と伝統文

化の関わりについて理解する。 

⑥庶民文化の萌芽や、応仁の乱を契機とした文化の地方

伝播、戦国大名の保護による文化の地方普及を理解す

る。 

⑦応仁の乱以降、地方権力として登場した戦国大名や各

地に展開した都市について、諸地域の地理的条件と関連

づけて考察する。 

10 第 8章 

近世の幕開け 

①大航海時代と呼ばれる世界史的背景を踏まえて、ヨー

ロッパ人の東アジアへの進出とその影響を考察する。 

②織田信長の統一事業、豊臣秀吉の天下統一、秀吉の朝

鮮侵略と続く織豊政権の特色と意義、その後の時代への

影響について理解する。 

③新興の大名や都市の豪商の精神を反映した桃山文化

について、町衆の生活にも着目し、時代的背景を踏まえ

て考察する。 

④中世から近世への変化について考察し、時代を通観す

る問いを表現する。 

中間考査 

11 第 9章 

幕藩体制の成立

と展開 

①江戸幕府の成立による幕藩体制の確立過程を理解す

る。 

②江戸幕府の鎖国政策について、単なる対外貿易の遮断

ではないことを理解し、鎖国後の貿易関係の在り方も含

めてその影響と歴史的意義について考察する。 

③幕藩体制の確立期の経済・社会を、兵農分離や村落・

都市支配などの観点から、多面的・多角的に考察する。 

④被支配身分の特質や、周縁部分に生きる人々の社会的

役割について理解する。 

⑤17 世紀後半から 18 世紀前半までの江戸幕府の安定

期について、その平和と秩序の確立の視点で考察する。 

⑥諸藩における政治の安定化や刷新について、その特色

を理解する。 

⑦幕藩体制の安定期の農業・商工業などの発展につい

て、諸産業相互の関係やその社会的役割を踏まえて考察

する。 

⑧全国市場の確立や都市の発達で商品流通が拡大し、各

地で風土に応じた特産物が生まれたことを理解する。 

⑨経済の発展と関連して町人文化が形成されたことにつ

いて、町人の社会的台頭や幕藩体制の安定と関連させて

理解する。 

⑩儒学の特色を理解し、その発達が他の学問に与えた影
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響を考察する。 

12 第 10章 

幕藩体制の動揺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 11章 

近世から近代へ 

①農村や都市の変容により幕藩体制が動揺する中、幕府

や諸藩がおこなった諸改革の意義とその影響を考察す

る。 

②幕府や藩の支配に対しておこなわれた百姓一揆や、都

市の打ちこわしの実態について理解する。 

③江戸中期に確立した洋学や国学、新たなかたちで展開

する文学・芸能・美術について、社会の変容にともなう幕

藩体制の動揺と関連づけて考察する。 

④幕府や藩による武士の教育に加え、民間でも私塾や寺

子屋が開かれた背景について理解する。 

⑤欧米諸国のアジア進出による国際情勢の変化やそれに

対する幕政の対処を踏まえて幕府が衰退していく過程を

理解する。 

⑥近代化の基盤の形成について、産業経済面や軍事面な

どに着目して、雄藩の浮上という地方からの視点から考

察する。 

⑦化政文化について、学問・思想・教育・文学・美術・生活

文化の新たな展開に着目し、江戸と地方の文化的交流に

も留意して考察する。 

⑧都市の民衆を中心とする芸能などが盛んになったこと

を理解する。 

①国際社会に組み込まれるという国際環境の変化に着

目して、日本の開国を社会・経済面での変化と関わらせ

て考察する。 

②江戸幕府の威信低下と雄藩の台頭について、政治情勢

の変化と列強の動向を関連させて理解する。 

③幕末の動乱における天皇を中心とする統一国家構想

の芽生えから幕府の滅亡、旧幕勢力の一掃に至るまでの

経過を理解する。 

④近世から近代への変化について考察し、時代を通観す

る問いを表現する。 

期末考査 



33 

 

３
学
期 

1 第 12章 

近代国家の成立 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 13章 

近代国家の展開 

①明治新政府の制度改革や富国強兵・殖産興業政策に着

目して、政治的変革と国家的統一過程を理解する。 

②欧米文化・思想の導入と近代化政策に対する士族反

乱・農民一揆の発生と、言論闘争への転換を理解する。 

③明治初期の対外政策について、欧米への対応とアジア

に対する外交政策の違いについて考察する。 

④政府の強力な中央集権体制への志向のもとで、自由民

権運動の始まりから立憲国家の成立に至る間、近代国家

の基盤が形成されていく過程を考察する。 

⑤大日本帝国憲法の性格について具体的・多角的に理解

する。 

①東アジアをめぐる国際環境が変容する中、国家的課題

であった不平等条約の改正交渉が進展した過程や、朝鮮

問題から日清戦争に至る経緯について理解する。 

②開戦に至る国際関係や、日露戦争の経過、戦後の日本

の国際的地位の変化と植民地支配の推進について、諸外

国の動向と関連づけて考察する。 

③第一次世界大戦前後の政治の動向および対外政策の

推移について、政党政治の発展や日本の中国進出の状況

を踏まえて理解する。 

④第一次世界大戦が日本の社会経済や政治に及ぼした

影響について、欧米・アジア経済との関係や政党内閣の

成立などと関連させて考察する。 

⑤ワシントン体制に至る国際的協調体制の進展など国際

環境の推移を、日本の立場に着目して理解する。 

⑥民主主義的風潮による社会運動の動向を理解すると

ともに、普選運動など政党政治の発展から二大政党によ

る政党内閣制成立に至るまでの意義について考察する。 

定期 考

査 

 

定期 考

査 

ノート・

ファイル

等 の 提

出物 

2 第 14章 

近代の産業と生

活 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①日清・日露戦争前後にかけて資本主義国家の基礎が確

立された過程を、産業革命や近代産業の発展に着目して

理解する。 

②近代産業の発展にともなう社会問題(労働問題・公害

問題)の発生と政府の対応について考察する。 

③伝統的な文化のうえに欧米文化を摂取するなど二元

性をもって成立した近代文化の特色について、政治・経

済・外交などの視点をもって考察する。 

④義務教育の普及・定着とともに、国家主義的教育が浸

透していくことを理解する。 

⑤労働者や都市中間層の拡大による大衆社会の基盤の

成立に着目し、都市化や市民生活の変化を踏まえて、大

衆文化の特色について考察する。 

⑥大衆文化の前提となる教育の普及・発展、マスメディア
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第 15章 

恐慌と第二次世

界大戦 

の発達について理解する。 

①戦後恐慌から昭和恐慌に至る国内経済の動揺につい

て、国内・国外の経済状況と対策に着目して理解する。 

②社会主義運動の高揚と国家主義の台頭による軍部の

政治的進出を踏まえて、協調外交が挫折していく過程を

考察する。 

③日本の対外政策の推移について、世界情勢や軍部の政

治的進出に着目して、政党内閣の崩壊や国際的孤立の過

程について理解する。 

④恐慌から脱出し、国家主義が高揚する中で、五・一五事

件から二・二六事件にかけて、軍部の影響力が増大して

いく過程を考察する。 

⑤日中戦争の勃発から太平洋戦争の突入に至る過程に

ついて、国民生活の変化や諸統制に着目して全体主義的

な国家体制の進展を考察する。 

⑥第二次世界大戦について、国家間の相違や総力戦の特

色を踏まえ、この戦争が空前の惨禍をもたらした点に着

目して、平和で民主的な国際社会の実現に努める重要性

を認識する。 

学年末考査 

3 第 16章 

占領下の日本 

 

 

 

 

 

 

 

第 17章 

高度成長の時代 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①戦後の世界秩序を踏まえ、占領政策および戦後の民主

化政策とそれにともなう諸改革について、その経過と内

容を理解する。 

②戦後政治の動きを踏まえて、集大成となる日本国憲法

制定の意義を考察する。 

③東アジア情勢の変化を踏まえ、連合国による占領が終

結して日本が独立した意義を考える。 

④連合国による日本占領の終結と、その後の日米関係の

継続について、様々な国の立場から考察する。 

①独立後の日本国内政治について、衆議院を保守・革新

の二大勢力が占める55年体制の成立から安定した保守

政権となるまでの経過を理解する。 

②冷戦構造の中で日本が国際社会に復帰したことにつ

いて、日本の国際連合への加盟、アメリカ・中華人民共和

国・大韓民国との関係に着目して、独立回復後の日本の

動きを考察する。 

③朝鮮特需による経済復興とその後の高度経済成長に

ついて、経済の国際化と国内の技術革新などの側面に着

目して考察する。 

④消費革命による社会の変貌と、経済成長がもたらした

ひずみである社会問題について理解する。 
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第 18章 

激動する世界と

日本 

①ドル＝ショックや石油危機を踏まえて、主要先進国首

脳会議が開かれた意義を理解する。 

②高度成長が終焉し、保守政権が動揺する中、２度にわ

たる石油危機を乗り越え、経済大国としての道を歩み始

めた日本の状況を多面的・多角的に考察する。 

③冷戦体制の終結とそれに関わる国内の状況について、

日本の政治・外交・経済・生活文化面を踏まえて多面的・

多角的にとらえる。 

④科学技術・産業の発達によって派生する環境問題やエ

ネルギー問題などの日本の課題とそれに対する日本の

役割を認識する。 

＊現代の日本の課題の探究 

 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

歴史探究の授業は、ただ知識をインプットするだけではなく、歴史について、調べ、まとめ、考察し、さらによりよ

い社会の実現を視野に課題を探究することなどの主体的な活動を通じて、自分で根拠を確認した情報に基づい

て自ら考える力を養うことが求められています。一方的に聞くだけではなく、主体的に考えながら授業を受ける

ことができるようにしてください。 
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令和 7年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 世界史探究 
学年 類型・コース 単位数 

2年 普通科文型 ４ 

学習の 

目標 

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ、課題を追求したり解決したりする活動を通して、広

い視野に立ち、諸地域の歴史的特質の形成や諸地域の交流・再編、諸地域の結合・変容という大き

な枠組みをもとに、世界の歴史を大きく捉える。 

使用教材 

教科書：『新詳 世界史探究』（帝国書院） 

副教材：『新詳 世界史探究演習ノート』（帝国書院） 『世界史重要語句ＣｈｅｃｋＬｉｓｔ』（啓隆社） 

     『グローバルワイド 最新世界史図表』（第一学習社） 

評価 

評
価
法 

定期考査、小テスト、ノート（授業プリント・ワークシート等）、ワークブック、振り返りシート 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 

①世界の歴史の大きな枠組みと展開に関する諸事情について、

地理的条件や日本の歴史と関連付けながら理解している。 

②諸資料から世界の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的

に調べまとめる技能が身についている。 

b 思考・判断・表現 

①世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意

義、特色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現代世界

とのつながりなどに着目して、概念などを活用して多面的・多角

的に考察できている。 

②歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりす

る力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらをもと

に議論したりする力が身についている。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について、より 

よい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度

が身についている。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 

 

期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 
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１
学
期 

4 1部 1章 地球環

境からみる人類

の歴史 

 

2章 日常生活か

らみる世界の歴

史 

 

2 部１章 東ア

ジアと中央ユー

ラシアの歴史的

特質 

①人類が，地球の環境に適応しながら文化や文

明を生みだしていったことを理解している。 

②地球環境の変化と生物や人類の歴史の関連

について考察し，自分の言葉で表現している。 

①私たちの日常世界が，歴史と深く関係してい

ることを理解している。 

③身近な環境と歴史の関係を主体的に追究し

ようとしている。 

①東アジアと中央ユーラシアの歴史的特質を

理解している。 

②東アジアと中央ユーラシアの歴史的特質に

ついて考察し，自分の言葉で表現している。 

③東アジアと中央ユーラシアの歴史的特質を

主体的に追究しようとしている。 

定期 考

査 

小 テ ス

ト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期 考

査 

振 り 返

りシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノート 

振 り 返

りシート 

ワ ー ク

ブック 

5 2章 南アジアと

東南アジアの歴

史的特質 

 

 

 

 

①南アジアと東南アジアの歴史的特質を理解

している。 

②南アジアと東南アジアの歴史的特質につい

て考察し，両者の共通点や相違点を挙げながら

自分の言葉で表現している。 

③東南アジアの歴史的特質を主体的に追究し

ようとしている。 

中間考査 

6 3章 西アジアと

地中海周辺の歴

史的変質節 ユ

ーラシアの変動

と東アジア 

 

①西アジアと地中海周辺の歴史的特質を理解

している。 

②西アジアと地中海地域周辺の歴史的な特質

について考察し，自分の言葉で表現している。 

③西アジアと地中海地域周辺の歴史的特質を

主体的に追究しようとしている。 

7 ３部 1 章 ユー

ラシア大交流圏

の成立 

①イスラームとモンゴルによって形成された陸と

海のネットワークを理解している。 

②イスラームとモンゴルによるネットワークの広

がりがユーラシアや諸地域をどのように変えた

のかについて考察し，自分の言葉で表現してい

る。 

③ユーラシア大陸をつなぐネットワークについて

の理解を主体的に追究しようとしている。 

期末考査 

２
学
期 

９ ２章  アジア諸

地域の成熟とヨ

ーロッパの進出 

 

①14～17 世紀にかけてアジア諸地域間の交易

が拡大したことを理解している。 

②交易の拡大による諸地域の変化のうち，最も

大きな変化について根拠を示しながら自分なり

定期 考

査 

小 テ ス

ト 

定期 考

査 

振 り 返

りシート 

ノート 

振 り 返

りシート 
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３章  主権国家

体制の成立と交

易の拡大 

 

に評価し，表現している。 

③アジア諸地域間の交流について主体的に追究

しようとしている。 

①17～18 世紀のヨーロッパの社会構造の変化

を理解している。 

②17～18 世紀のヨーロッパの社会構造の変化

に大きな影響を与えたものは何かについて考察

し，自分の言葉で表現している。 

③17～18 世紀のヨーロッパの社会構造の変化

を主体的に追究しようとしている。 

ワ ー ク

ブック 

10 4部 

１章 環大西洋革

命～工業文明と

国民国家の誕生 

 

①大西洋を取り巻く地域で起こった革命が，各

地の社会構造に与えた影響を理解している。 

②大西洋を取り巻く地域で起こった革命が，各

地の社会構造に与えた影響について考察し，自

分の言葉で表現している。 

③大西洋を取り巻く地域で起こった革命が，各

地の社会構造に与えた影響を主体的に追究しよ

うとしている。 

中間考査 

11 ２章 イギリスの

覇権と欧米の国

民国家建設 

 

 

 

３章  世界の一

体化の進展とア

ジアの変容 

 

①イギリスの覇権が欧米諸国に与えた影響を理

解している。 

②国民国家形成の前後で，欧米諸国に生じた変

化について考察し，自分の言葉で表現している。 

③イギリスの覇権が欧米諸国に与えた影響を主

体的に追究しようとしている。 

①「西洋の衝撃」がアジア諸地域に与えた影響を

理解している。 

②「西洋の衝撃」によるアジアの変化で，最も重

大だと思うことについて，根拠を示しながら自分

なりに評価し，表現している。 

③「西洋の衝撃」がアジア諸地域に与えた影響を

主体的に追究しようとしている。 

12 ４章  世界の一

体化の完成とそ

の影響 

 

①帝国主義が世界各地に与えた変化について，

理解している。 

②帝国主義が世界各地に与えた変化について，

欧米およびアジア・アフリカ・オセアニアの各地域

ごとに考察し，表現している。 

③帝国主義が各地に与えた変化について，主体

的に追究しようとしている。 

期末考査 
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３
学
期 

1 ５章 世界大戦

の時代 

 

 

 

 

 

６章  戦後の国

際秩序と冷戦 

 

 

 

 

①二度の世界大戦が起こった理由を理解してい

る。 

②第一次世界大戦の反省を踏まえた平和への取

り組みは成功せず，第二次世界大戦が起こった

理由について考察し，表現している。 

③二度の世界大戦が起こった理由を主体的に追

究しようとしている。 

①第二次世界大戦と冷戦構造の関係について理

解している。 

②冷戦構造が形成されるなかで，アメリカ・ソ連・

ヨーロッパ・第三勢力諸国の動きが冷戦構造に

与えた影響について考察し，自分の言葉で表現

している。 

③冷戦構造が世界にもたらした影響を主体的に

追究しようとしている。 

定期 考

査 

小 テ ス

ト 

定期 考

査 

振 り 返

りシート 

ノート 

振 り 返

りシート 

ワ ー ク

ブック 

2 5部  

１章  冷戦の展

開と平和の模索 

 

 

 

２章  グローバ

ル化する国際経

済とその課題 

 

 

①冷戦期から現在まで世界各地で発生した紛争

を理解している。 

③冷戦期から現在までの紛争の原因と解決方法

について，共通点や相違点に着目しながら考察

し，課題解決の方法を主体的に追究しようとして

いる。 

①冷戦終結後に，グローバル化が進んだ状況を

理解している。 

②冷戦終結以降のグローバル化がもたらした功

績と課題，その課題が生じた理由について考察

し，表現している。 

学年末考査 

3 3 章 情報と科

学技術によって

結びつく世界 

 

 

 

 

４章 地球世界

の課題の探究 

 

①科学技術の高度化と知識基盤社会の進展につ

いて理解している。 

③科学技術の高度化と知識基盤社会の進展は，

私たちの生活にどのような影響や課題を与えて

いるのか，歴史的経緯を踏まえて考察し，今後の

科学と世界のあり方について主体的に追究しよ

うとしている。 

②これまでの学習を踏まえて，主題を設定し，動

機についても示しながら，よりよい社会実現のた

めの仮説を表現している。 

③地球世界の課題について，歴史的な経緯を踏

まえながら考察し，解決に向けて主体的に追究し

ようとしている。 
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担当者からのメッセージ（学習方法など） 

「世界史探究」では、古代から現代まで世界の歴史の流れを、日本の歴史と関連付けながら学んでいきます。『歴

史総合』から引き続き、「なぜ？」という疑問を大切に授業に臨んでください。小テストなどで重要事項を覚えた

上で、歴史の流れを説明する力を身につけ、現代社会の課題についても自分自身の力で考えていきましょう。 
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令和７年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 世界史探究 
学年 類型・コース 単位数 

2年 普通科英語コース ３ 

学習の 

目標 

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ、課題を追求したり解決したりする活動を通して、広

い視野に立ち、諸地域の歴史的特質の形成や諸地域の交流・再編、諸地域の結合・変容という大き

な枠組みをもとに、世界の歴史を大きく捉える。 

使用教材 

教科書：『新詳 世界史探究』（帝国書院） 

副教材：『新詳 世界史探究演習ノート』（帝国書院） 『世界史重要語句ＣｈｅｃｋＬｉｓｔ』（啓隆社） 

     『グローバルワイド 最新世界史図表』（第一学習社） 

評価 

評
価
法 

定期考査、小テスト、ノート（授業プリント・ワークシート等）、振り返りシート、ワークブック 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 

①世界の歴史の大きな枠組みと展開に関する諸事情について、

地理的条件や日本の歴史と関連付けながら理解している。 

②諸資料から世界の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的

に調べまとめる技能が身についている。 

b 思考・判断・表現 

①世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意

義、特色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現代世界

とのつながりなどに着目して、概念などを活用して多面的・多角

的に考察できている。 

②歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりす

る力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらをもと

に議論したりする力が身についている。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について、より 

よい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度

が身についている。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 

期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 
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１
学
期 

4 1 部 世界史へ

のまなざし 

1 章 地球環境

からみる人類の

歴史 

2 章 日常生活

からみる世界の

歴史 

2 部１章 東ア

ジアと中央ユー

ラシアの歴史的

特質 

①人類が，地球の環境に適応しながら文化や文

明を生みだしていったことを理解している。 

①私たちの日常世界が，歴史と深く関係してい

ることを理解している。 

③身近な環境と歴史の関係を主体的に追究し

ようとしている。 

 

 

①東アジアと中央ユーラシアの歴史的特質を

理解している。 

②東アジアと中央ユーラシアの歴史的特質に

ついて考察し，自分の言葉で表現している。 

③東アジアと中央ユーラシアの歴史的特質を

主体的に追究しようとしている。 

定期 考

査 

小テスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期 考

査 

振り返り

シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノート 

振り返り

シート 

ワークブ

ック 

5 2章 南アジアと

東南アジアの歴

史的特質 

 

 

 

 

①南アジアと東南アジアの歴史的特質を理解

している。 

②南アジアと東南アジアの歴史的特質につい

て考察し，両者の共通点や相違点を挙げながら

自分の言葉で表現している。 

③東南アジアの歴史的特質を主体的に追究し

ようとしている。 

中間考査 

6 3章 西アジアと

地中海周辺の歴

史的変質節 ユ

ーラシアの変動

と東アジア 

 

①西アジアと地中海周辺の歴史的特質を理解

している。 

②西アジアと地中海地域周辺の歴史的な特質

について考察し，自分の言葉で表現している。 

③西アジアと地中海地域周辺の歴史的特質を

主体的に追究しようとしている。 

7 ３部 1 章 ユー

ラシア大交流圏

の成立 

①イスラームとモンゴルによって形成された陸と

海のネットワークを理解している。 

②イスラームとモンゴルによるネットワークの広

がりがユーラシアや諸地域をどのように変えた

のかについて考察し，自分の言葉で表現してい

る。 

③ユーラシア大陸をつなぐネットワークについて

の理解を主体的に追究しようとしている。 

期末考査 

２
学
期 

９ ２章  アジア諸

地域の成熟とヨ

ーロッパの進出 

 

①14～17 世紀にかけてアジア諸地域間の交易

が拡大したことを理解している。 

②交易の拡大による諸地域の変化のうち，最も

大きな変化について根拠を示しながら自分なり

定期 考

査 

小テスト 

定期 考

査 

振り返り

シート 

ノート 

振り返り

シート 
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に評価し，表現している。 

③アジア諸地域間の交流について主体的に追究

しようとしている。 

ワークブ

ック 

10 ３章  主権国家

体制の成立と交

易の拡大 

 

①17～18 世紀のヨーロッパの社会構造の変化

を理解している。 

②17～18 世紀のヨーロッパの社会構造の変化

に大きな影響を与えたものは何かについて考察

し，自分の言葉で表現している。 

③17～18 世紀のヨーロッパの社会構造の変化

を主体的に追究しようとしている。 

中間考査 

11 ４部 

１章  環大西洋

革命～工業文明

と国民国家の誕

生 

 

 

 

２章 イギリスの

覇権と欧米の国

民国家建設 

 

 

 

①大西洋を取り巻く地域で起こった革命が，各

地の社会構造に与えた影響を理解している。 

②大西洋を取り巻く地域で起こった革命が，各

地の社会構造に与えた影響について考察し，自

分の言葉で表現している。 

③大西洋を取り巻く地域で起こった革命が，各

地の社会構造に与えた影響を主体的に追究しよ

うとしている。 

①イギリスの覇権が欧米諸国に与えた影響を理

解している。 

②国民国家形成の前後で，欧米諸国に生じた変

化について考察し，自分の言葉で表現している。 

③イギリスの覇権が欧米諸国に与えた影響を主

体的に追究しようとしている。 

12 ３章  世界の一

体化の進展とア

ジアの変容 

 

①「西洋の衝撃」がアジア諸地域に与えた影響を

理解している。 

②「西洋の衝撃」によるアジアの変化で，最も重

大だと思うことについて，根拠を示しながら自分

なりに評価し，表現している。 

③「西洋の衝撃」がアジア諸地域に与えた影響を

主体的に追究しようとしている。 

期末考査 
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３
学
期 

1 ４章 世界の一

体化の完成とそ

の影響 

 

 

 

 

５章 世界大戦

の時代 

 

 

 

 

 

①帝国主義が世界各地に与えた変化について，

理解している。 

②帝国主義が世界各地に与えた変化について，

欧米およびアジア・アフリカ・オセアニアの各地域

ごとに考察し，表現している。 

③帝国主義が各地に与えた変化について，主体

的に追究しようとしている。 

①二度の世界大戦が起こった理由を理解してい

る。 

②第一次世界大戦の反省を踏まえた平和への取

り組みは成功せず，第二次世界大戦が起こった

理由について考察し，表現している。 

③二度の世界大戦が起こった理由を主体的に追

究しようとしている。 

定期 考

査 

小テスト 

定期 考

査 

振り返り

シート 

ノート 

振り返り

シート 

ワークブ

ック 

2 ６章  戦後の国

際秩序と冷戦 

 

 

 

 

 

 

5部  

１章  冷戦の展

開と平和の模索 

 

 

 

①第二次世界大戦と冷戦構造の関係について理

解している。 

②冷戦構造が形成されるなかで，アメリカ・ソ連・

ヨーロッパ・第三勢力諸国の動きが冷戦構造に

与えた影響について考察し，自分の言葉で表現

している。 

③冷戦構造が世界にもたらした影響を主体的に

追究しようとしている。 

①冷戦期から現在まで世界各地で発生した紛争

を理解している。 

③冷戦期から現在までの紛争の原因と解決方法

について，共通点や相違点に着目しながら考察

し，課題解決の方法を主体的に追究しようとして

いる。 

学年末考査 

3 ２章 グローバ

ル経済の光と影 

 

 

 

３章 情報と科

学技術によって

結びつく世界 

 

 

４章 地球世界

の課題の探究 

①冷戦終結後に，グローバル化が進んだ状況を

理解している。 

②冷戦終結以降のグローバル化がもたらした功

績と課題，その課題が生じた理由について考察

し，表現している。 

①科学技術の高度化と知識基盤社会の進展につ

いて理解している。 

③科学技術の高度化と知識基盤社会の進展は，

私たちの生活にどのような影響や課題を与えて

いるのか，主体的に追究しようとしている。 

②これまでの学習を踏まえて，主題を設定し，動

機についても示しながら，よりよい社会実現のた
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めの仮説を表現している。 

③地球世界の課題について，歴史的な経緯を踏

まえながら考察し，解決に向けて主体的に追究し

ようとしている。 

 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

「世界史探究」では、古代から現代まで世界の歴史の流れを、日本の歴史と関連付けながら学んでいきます。『歴

史総合』から引き続き、「なぜ？」という疑問を大切に授業に臨んでください。小テストなどで重要事項を覚えた

上で、歴史の流れを説明する力を身につけ、現代社会の課題についても自分自身の力で考えていきましょう。 
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令和 7年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 数学Ⅱ 
学年 類型・コース 単位数 

2年 普通科文型 3 

学習の 

目標 

図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数及び微分・積分の考えについて理解させ，基礎的な知識の習得と技

能の習熟を図り，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活

用する態度を育てる。 

使用教材 

教科書：『新編 数学Ⅱ』 (数研出版) 

副教材：『新課程 チャート式 基礎からの 数学Ⅱ＋B＋C』 (数研出版) 

『新課程 ４プロセス数学Ⅱ＋B＋C』 （数研出版） 

評価 

評
価
法 

定期考査、小テスト、課題考査、ノート、プリント、課題（宿題）で評価します。 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 

基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化した

り，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるよ

うにする。 

b 思考・判断・表現 

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関

係を認識し統合的・発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡

潔・明瞭・的確に表現する力を身に付けている。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟

に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の

過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする

態度や創造性の基礎を養う。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 

 

期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 

１
学
期 

4 第 3章 

図形と方程式 

第１節  

点と直線 

座標や式を用いて，直線や円の性質や関係を数学的に表

現し，その有用性を認識するとともに，事象の考察に活

用できるようにする。 

中間考査 

 

小テスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

テスト 

 

 

 

中間考査 

 

課題 

 

ノート 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

課題 

 

ノート 

ノート 

 

プリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノート 

 

プリント 

 

 

5 第 2節 円 

第 3節 

軌跡と領域 

中間考査 

6 第 4章 

三角関数 

第 1節  

三角関数 

角の概念を一般角まで拡張して，三角関数に関する様々

な性質や式とグラフの関係について多面的に考察できる

ようにする。 

7 第 2節 

加法定理 

加法定理を理解し，それらを事象の考察に活用できるよ

うにする。 
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期末考査 

２
学
期 

９ 第 5章 

指数関数と対数関

数 

第1節 指数関数 

 

課題学習 

指数関数について理解し，それらを事象の考察に活用で

きるようにする。 

 

 

 

課題学習２ 火災現場から一番近い消防署 

課題学習３ 周期関数の性質 

課題考査 

中間考査 

 

小テスト 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

小テスト 

 

課題考査 

中間考査 

 

課題 

 

ノート 

 

 

 

期末考査 

 

課題 

 

ノート 

 

ノート 

 

プリント 

 

 

 

 

ノート 

 

プリント 

 

10 

中間考査 

11 第 2節 対数関数 対数関数について理解し，それらを事象の考察に活用で

きるようにする。 

12 第 6章  

微分法と積分法 

第 1節 

微分係数と導関数 

微分係数や導関数の意味について理解し，それらの有用

性を認識するとともに，事象の考察に活用できるように

する。 

 

期末考査 

３
学
期 

1 第 2節 

関数の値の変化 

導関数の理解を深めるとともに，導関数の有用性を認識

できるようにする。 

課題考査 

学年末考

査 

 

小テスト 

 

課題考査 

学年末考

査 

 

課題 

 

ノート 

 

ノート 

 

プリント 

 

 

 

2 第 3節 

積分法 

 

課題学習 

積分の考えについて理解し，それらの有用性を認識する

とともに，事象の考察に活用できるようにする。 

 

課題学習４ 平均律音階 

課題学習５ 箱の体積の最大値 

学年末考査 

3 まとめ １年間のまとめ 

 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

授業用ノート、４プロセス用ノートは分けてください。 

毎日の復習が大切です。宿題と授業で習った範囲の４プロセスの問題を解きましょう。 
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令和 7年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 数学Ⅱ 
学年 類型・コース 単位数 

2年 普通科理型 3 

学習の 

目標 

図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数及び微分・積分の考えについて理解させ，基礎的な知識の習得と技

能の習熟を図り，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活

用する態度を育てる。 

使用教材 

教科書：『新編 数学Ⅱ』 (数研出版) 

副教材：『新課程 チャート式 基礎からの 数学Ⅱ＋B＋C』 (数研出版) 

『新課程 ４プロセス数学Ⅱ＋B＋C』 （数研出版） 

評価 

評
価
法 

定期考査、小テスト、課題考査、ノート、プリント、課題（宿題）で評価します。 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 

基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化した

り，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるよ

うにする。 

b 思考・判断・表現 

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関

係を認識し統合的・発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡

潔・明瞭・的確に表現する力を身に付けている。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟

に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の

過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする

態度や創造性の基礎を養う。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 

 

期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 

１
学
期 

4 

5 

第 3章 

図形と方程式 

第１節  

点と直線 

座標や式を用いて，直線や円の性質や関係を数学的に表

現し，その有用性を認識するとともに，事象の考察に活

用できるようにする。 

 

 

 

中間考査 

 

小テスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

テスト 

 

 

 

中間考査 

 

課題 

 

ノート 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

課題 

 

ノート 

ノート 

 

プリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノート 

 

プリント 

 

 

 第 2節 円 

第 3節 

軌跡と領域 

中間考査 

6 第 4章 

三角関数 

第 1節  

三角関数 

第 2節 

加法定理 

角の概念を一般角まで拡張して，三角関数に関する様々

な性質や式とグラフの関係について多面的に考察できる

ようにする。 

加法定理を理解し，それらを事象の考察に活用できるよ

うにする。 
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7 第 5章 

指数関数と対数関

数 

第1節 指数関数 

 

課題学習 

指数関数について理解し，それらを事象の考察に活用で

きるようにする。 

 

 

 

課題学習２ 火災現場から一番近い消防署 

課題学習３ 周期関数の性質 

期末考査 

２
学
期 

９ 第 2節 対数関数 対数関数について理解し，それらを事象の考察に活用で

きるようにする。 

課題考査 

中間考査 

 

小テスト 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

小テスト 

 

課題考査 

中間考査 

 

課題 

 

ノート 

 

 

 

 

期末考査 

 

課題 

 

ノート 

 

ノート 

 

プリント 

 

 

 

 

 

ノート 

 

プリント 

 

 

10 第 6章  

微分法と積分法 

第 1節 

微分係数と導関数 

 

微分係数や導関数の意味について理解し，それらの有用

性を認識するとともに，事象の考察に活用できるように

する。 

中間考査 

11 第 2節 

関数の値の変化 

導関数の理解を深めるとともに，導関数の有用性を認識

できるようにする。 

12 第 3節 

積分法 

 

課題学習 

 

積分の考えについて理解し，それらの有用性を認識する

とともに，事象の考察に活用できるようにする。 

 

課題学習４ 平均律音階 

課題学習５ 箱の体積の最大値 

期末考査 

３
学
期 

1   課題考査 

 

課題考査 

 

 

2   

3   

 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

授業用ノート、４プロセス用ノートは分けてください。 

毎日の復習が大切です。宿題と授業で習った範囲の４プロセスの問題を解きましょう。 
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令和 7年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 数学Ⅱ 
学年 類型・コース 単位数 

2年 普通科英語コース ４ 

学習の 

目標 

いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数及び微分・積分の考えについて理解させ，基礎的な知

識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるようにするととも

に，それらを活用する態度を育てる。 

使用教材 

教科書：『新編 数学Ⅱ』 (数研出版) 

副教材：『新課程 チャート式 基礎からの 数学Ⅱ＋B＋C』 (数研出版) 

『新課程 ４プロセス数学Ⅱ＋B＋C』 （数研出版） 

評価 

評
価
法 

定期考査、小テスト、課題考査、ノート、プリント、課題（宿題）で評価します。 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 

基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を

数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする

技能を身に付けるようにする。 

b 思考・判断・表現 

数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等式が成り立つことなど

について論理的に考察する力，座標平面上の図形について構成要素

間の関係に着目し，方程式を用いて図形を簡潔・明瞭・的確に表現し

たり，図形の性質を論理的に考察したりする力，関数関係に着目し，

事象を的確に表現してその特徴を数学的に考察する力，関数の局所

的な変化に着目し，事象を数学的に考察したり，問題解決の過程や結

果を振り返って統合的・発展的に考察したりする力を養う。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に

考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程

を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や

創造性の基礎を養う。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 
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期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 

１
学
期 

4 第１章  

式と証明 

第 1節 

式と計算 

3次式の展開と因数分解 

＊多項式の乗法・除法及び分数式の四則計算について

理解できるようにする。 

二項定理 

＊二項定理を利用して，展開式やその項の係数を求め

ることができる。 

＊二項定理を 3 項の場合に適用することで，展開式の

係数を求めることができる。 

多項式の割り算 

＊多項式の割り算の計算方法を理解している。 

＊多項式の割り算の結果を等式で表して考えることが

できる。 

分数式とその計算 

＊分数式の約分，四則計算ができる。 

＊分数式の計算の結果を，既約分数式または多項式の

形にして表現することができる。 

恒等式 

＊恒等式となるように，係数を決定することができる。 

＊恒等式における文字の役割の違いを認識できる。 

中間考査 

 

小テスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

課題 

 

ノート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノート 

 

プリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 第 2節  

等式・不等式の証明 

 

 

 

 

第 2章 

複素数と方程式 

第 1節 

複素数と2次方程式

の解 

等式の証明 

＊数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等式が成り

立つことを証明できるようにする。 

不等式の証明 

＊実数の大小関係の基本性質に基づいて，自明な不等

式を証明することができる。 

複素数とその計算 

＊方程式についての理解を深め，数の範囲を複素数ま

で拡張して2次方程式を解くことができるようにする。 

＊負の数の平方根を含む式の計算を，i を用いて処理

することができる。 

2次方程式の解 

＊2 次方程式の解の公式を利用して，2 次方程式を解

くことができる。 

＊判別式を利用して，2 次方程式の解の種類を判別す

ることができる。 

解と係数の関係 

＊解と係数の関係を使って，対称式の値や 2 次方程式

の係数を求めることができる。 

中間考査 
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6 第 2節 

高次方程式 

剰余の定理と因数定理 

＊剰余の定理や因数分解を利用して高次方程式を解く

ことができるようにする。 

＊剰余の定理を利用して，多項式を 1次式や 2次式で

割ったときの余りを求めることができる。 

高次方程式 

＊因数分解や因数定理を利用して，高次方程式を解く

ことができる。 

＊高次方程式の虚数解から，方程式の係数を決定する

ことができる。 

＊高次方程式が虚数解 a+bi を解にもてば，a-bi を

解にもつことを利用できる。 

 

 

期末考査 

小テスト 

 

 

期末考査 

課題 

 

ノート 

 

ノート 

 

プリント 

 

 

 

7 第 3章 

図形と方程式 

第１節  

点と直線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題学習 

直線上の点 

＊数直線上において，2点間の距離，線分の内分点，外

分点の座標が求められる。 

平面上の点 

＊座標平面上において，2点間の距離が求められる。 

直線の方程式 

＊x 軸に垂直な直線は y=mx+n の形に表せないこ

とを理解している。 

＊直線が x，y の 1 次方程式で表されることを理解し

ている。 

2直線の関係 

＊2直線の平行・垂直条件を理解していて，それを利用

できる。 

＊図形  F(x,y)=0 が点  (s,t)  を通ることを 

F(s,t)=0 として処理できる。 

＊点と直線の距離の公式を理解していて，それを利用

することができる。 

課題学習１ パスカルの三角形の性質 

期末考査 

２
学
期 

９ 第 2節 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

円の方程式 

＊与えられた条件を満たす円の方程式の求め方を理解

している。 

＊x， y の 2 次方程式を変形して，その方程式が表す

図形を調べることができる。 

＊3点を通る円の方程式を求めることができる。 

円と直線 

＊円と直線の共有点の座標を求めることができる。 

＊円と直線の位置関係を，適切な方法で判定できる。 

＊円の接線の公式を理解していてそれを利用できる。 

課題考査 

中間考査 

 

小テスト 

 

 

 

 

 

 

課題考査 

中間考査 

 

課題 

 

ノート 

 

 

 

 

 

ノート 

 

プリント 
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第 3節 

軌跡と領域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2つの円 

＊2 つの円の位置関係を，中心間の距離と半径の関係

から調べることができる。 

＊2 つの円の位置関係と，中心間の距離と半径から，

円の方程式を求めることができる。 

＊kF(x,y)+G(x,y)=0 の形を利用して，円の方程式

を求めることができる。 

軌跡と方程式 

＊点が満たす条件から得られた方程式を，図形として

考察することができる。 

＊軌跡の定義を理解し，与えられた条件を満たす点の

軌跡を求めることができる。 

＊媒介変数処理が必要な軌跡の求め方を理解してい

る。 

＊軌跡を求めるには，逆についても調べる必要がある

ことを理解している。 

不等式の表す領域 

＊不等式の表す領域を図示することができる。 

＊連立不等式の表す領域を図示することができる。 

＊領域を利用する 1 次式の最大値・最小値の求め方を

理解している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 第 4章 

三角関数 

第 1節  

三角関数 

角の拡張 

＊一般角を表す動径を図示したり，動径の表す角を α

+360°×n と表したりすることができる。 

＊角度の表し方に度数法と弧度法があることを理解し

ている。また，弧度法の定義を理解し，度数法と弧度法

の換算をすることができる。 

＊扇形の弧の長さと面積の公式を理解している。 

三角関数 

＊弧度法で表された角の三角関数の値を，三角関数の

定義によって求めることができる。 

＊単位円周上の点の座標を，三角関数を用いて表すこ

とができる。 

＊三角関数の相互関係を理解し，それらを利用して

様々な値を求めたり式変形をしたりすることができる。 

三角関数のグラフ 

＊いろいろな三角関数のグラフのかき方と周期の求め

方を理解している。 

三角関数の性質 

＊三角関数の性質とグラフの特徴を相互に理解してい

る。 
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＊θ+2nπ や-θ などの公式を理解し，それらを用

いて三角関数の値を求めることができる。 

三角関数を含む方程式,不等式 

＊三角関数を含む 2 次方程式の解き方を理解してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

小テスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

課題 

 

ノート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノート 

 

プリント 

 

 

 

中間考査 

11 第 2節 

加法定理 

加法定理 

＊加法定理を利用して，種々の三角関数の値を求める

ことができる。 

＊正接の加法定理を利用して，2 直線のなす角を考え

ることができる。 

加法定理の応用 

＊2 倍角，半角の公式などを利用して，三角関数の値

を求めたり，等式を証明したりすることができる。 

＊2 倍角の公式を利用して，三角関数を含むやや複雑

な方程式・不等式を解くことができる。 

＊三角関数の合成について理解している。 

＊x の関数 y=asinx+bcosx の式を適切に変形する

ことで，関数の最大値・最小値を求めることができる。 

＊合成後の変数のとる値の範囲に注意して ，

asinx+bcosx=k の形の方程式を解くことができ

る。 

12 第 5章 

指数関数と対数関数 

第1節 指数関数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題学習 

指数の拡張 

＊指数が整数の場合の累乗の定義を理解し，累乗の計

算や，指数法則を利用した計算をすることができる。 

＊累乗根の定義を理解し，累乗根の計算ができる。 

＊指数が有理数の場合の累乗の定義を理解し，累乗の

計算や，指数法則を利用した計算をすることができる。

また，累乗根を含む計算では，分数指数を利用して計

算することができる。 

＊指数法則が成り立つように，指数の範囲を正の整数

から実数にまで拡張していることを理解している。 

指数関数 

＊累乗根をグラフによって考察することができる。 

＊指数関数のグラフの概形，特徴を理解している。 

＊底と 1 の大小に注意して，指数関数を含む不等式を

解くことができる。 

 

課題学習２ 火災現場から一番近い消防署 

課題学習３ 周期関数の性質 

期末考査 
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３
学
期 

1 第 2節 対数関数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6章  

微分法と積分法 

第 1節 

微分係数と導関数 

対数とその性質 

＊指数と対数とを相互に書き換えることができる。 

＊対数の定義を理解し，対数の値を求めることができ

る。 

＊対数の性質に基づいた種々の対数の値の計算がで

きる。 

＊底の変換公式を等式として利用できる。 

対数関数 

＊対数関数のグラフの概形，特徴を理解している。 

＊底と 1 の大小に注意して，対数関数を含む不等式を

解くことができる。 

＊対数の性質を用いる際に，真数が正であることに着

目できる。 

常用対数 

＊正の数を a×〖10〗^n  の形に表現して，対数の

値を求めることができる。 

＊常用対数の定義を理解し，それに基づいて種々の値

を求めることができる。 

＊常用対数を利用して，桁数の問題や小数首位問題な

どを解くことができる。 

 

 

微分係数 

＊極限値を計算して微分係数を求めるとき，分母の h 

は 0でないことを理解している。 

＊平均変化率，微分係数の定義を理解し，それらを求

めることができる。 

導関数とその計算 

＊定義に基づいて導関数を求める方法を理解してい

る。 

＊導関数の性質を利用して，種々の導関数の計算がで

きる。 

＊導関数を利用して微分係数が求められることを理解

している。 

接線の方程式 

＊接点の x 座標が与えられたとき，接線の方程式を

求めることができる。 

＊接線の方程式の公式を利用して，接線の方程式を求

めることができる。 

＊曲線外の点から曲線に引いた接線の方程式の求め

方を理解している。 

 

課題考査 

学年末考

査 

 

小テスト 

課題考査 

学年末考

査 

 

課題 

 

ノート 

 

ノート 

 

プリント 
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2 第 2節 

関数の値の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3節 

積分法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題学習 

関数の増減と極大・極小 

＊導関数を利用して，関数の増減を調べることができ

る。 

＊導関数を利用して，関数の極値を求めたり，グラフを

かいたりすることができる。 

＊関数の極値が与えられたとき，関数を決定すること

ができる。 

関数の増減・グラフの応用 

＊導関数を利用して，関数の最大値・最小値を求めるこ

とができる。 

＊最大・最小の応用問題では，変数のとり方，定義域に

注意して解くことができる。 

＊導関数を利用して，方程式の実数解の個数問題，不

等式の証明問題を解くことができる。 

 

不定積分 

＊不定積分の計算では，積分定数を書き漏らさずに示

すことができる。 

＊不定積分の定義や性質を理解し，それを利用する不

定積分の計算方法を理解している。 

＊与えられた条件を満たす関数を，不定積分を利用し

て求めることができる。 

定積分 

＊定積分の定義や性質を理解し，それを利用する定積

分の計算方法を理解している。 

＊上端が変数 x である定積分で表された関数を微分

して処理することができる。 

定積分と面積 

＊直線や曲線で囲まれた部分の面積を，定積分で表し

て求めることができる。 

 

課題学習４ 平均律音階 

課題学習５ 箱の体積の最大値 

学年末考査 

3  数学Ⅱの復習 

 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

授業用ノー ト、４プロセス用ノートは分けてください。 

毎日の復習が大切です。宿題と授業で習った範囲の４プロセスの問題を解きましょう。 
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令和 7年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 数学Ⅲ 
学年 類型・コース 単位数 

2年 普通科理型 １ 

学習の 

目標 

数学における基本的な概念や原理・法則の理解を深め、事象を数学的に考察し処理する能力を高め、数学的活動を

通して創造性の基礎を培うとともに、数学的な見方や考え方の良さを認識し、それらを積極的に活用する態度を育

てる。 

使用教材 

教科書：『新編 数学Ⅲ』 (数研出版) 

副教材：『新課程 チャート式 基礎からの 数学Ⅲ＋C』 (数研出版) 

『新課程 ４プロセス数学Ⅲ＋Ｃ』 （数研出版） 

評価 

評
価
法 

定期考査、小テスト、ノート、プリント、課題（宿題）で評価する。 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 

基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化した

り，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるよ

うにする。 

b 思考・判断・表現 

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関

係を認識し統合的・発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡

潔・明瞭・的確に表現する力を身に付けている。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学

的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察

を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 

 

期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 

１
学
期 

4      

5   

中間考査 

6   

7   

期末考査 

２
学
期 

９      

10   

中間考査 

11   

12   

期末考査 
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３
学
期 

1 第１章 関数 ・分数関数の定義を理解し，グラフをかくことができる。 

・分数関数のグラフと直線について，共有点の座標の意

味を考え，その求め方を考察しようとする。 

・無理関数の定義を理解し，グラフをかくことができる。 

・無理不等式の解を，グラフと直線の上下関係に読み替

えることができる。 

・逆関数，合成関数の考え方に興味・関心を示し，具体的

な問題に取り組もうとする。 

・２つの関数を続けて作用させた関数を，合成関数という

１つの関数として考察することができる。 

・逆関数の性質を理解し，グラフをかくことができる。 

 

小テスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレ学年

末考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年末考

査 

 

課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレ学年

末考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年末考

査 

 

ノート 

 

 

 

 

 

 

 

 

プリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 第２章 極限 

第１節 数列の極限 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２節 関数の極限 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題学習 

 

・数列の極限値の定義を理解している。 

・収束する数列の極限値の性質を理解し，それを用いて，

数列の極限が求められる。 

・無限等比数列の収束・発散を利用して，様々な数列の極

限を求めることができる。 

・無限等比数列の収束条件を理解し，それを利用できる。 

・漸化式で表された数列の一般項を求め，数列の極限を

求めることができる。 

・無限等比級数の収束，発散を，公比の値で調べられる。 

 

・関数の極限の表記および記号について理解している。 

・不定形の関数の式を，不定形を解消するように工夫し

て変形しようとする。 

・関数の極限が，正・負の無限大に発散する場合を調べら

れる。 

・「はさみうちの原理」を用いて極限を求める方法に，興

味・関心をもつ。 

・定義に基づいて，様々な関数の連続性，不連続性を判

定することができる。 

 

課題学習１ 平方根の近似値 

学年末考査 

3 まとめ １年間のまとめ 

 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

授業用ノート、４プロセス用ノートは分けてください。 

毎日の復習が大切です。宿題と授業で習った範囲の問題集の問題を解きましょう。 
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令和 7年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 数学 B 
学年 類型・コース 単位数 

2年 普通科 ２ 

学習の 

目標 

数列，統計的な推測について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，数学と社会生

活の関わりについて認識を深め，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できる

ようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。 

使用教材 

教科書：『新編 数学Ｂ』 (数研出版) 

副教材：『新課程 チャート式 基礎からの 数学Ⅱ＋B＋C』 (数研出版) 

『新課程 ４プロセス数学Ⅱ＋B＋C』 （数研出版） 

評価 

評
価
法 

定期考査、小テスト、課題考査、ノート、プリント、課題（宿題）で評価します。 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 

数列，統計的な推測についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解す

るとともに，数学と社会生活の関わりについて認識を深め，事象を数学化し

たり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける

ようにする。 

b 思考・判断・表現 

離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的に表現し考察する力，確率分

布や標本分布の性質に着目し，母集団の傾向を推測し判断したり，標本調査

の方法や結果を批判的に考察したりする力，日常の事象や社会の事象を数

学化し，問題を解決したり，解決の過程や結果を振り返って考察したりする

力を養う。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学

的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察

を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 

 

期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 

１
学
期 

4 第１章 数列 

第１節  

等差数列と等比数

列 

数列と一般項 

＊数列の定義，表記について理解している。 

＊数の並び方からその規則性を推定して，数列の一般項

を考察できる。 

等差数列 

＊等差数列の公差，一般項などを理解している。 

＊等差数列の和の公式を適切に利用して，数列の和が求

められる。 

中間考査 

 

 

小テスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

課題 

 

 

ノート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

ノート 

 

 

プリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノート 

 

 

プリント 

 

 

 

5  等比数列 

＊等比数列の公比，一般項などを理解している。 

＊等比数列の項を書き並べて，隣接する項の関係が考察

できる。 

等比数列の和を工夫して求める方法について考察でき

る。 

中間考査 

6 第２節 

いろいろな数列 

 

 

 

和の記号Σ 

＊記号Σの意味と性質を理解し，数列の和が求められ

る。 

＊数列の和を記号Σで表して，和の計算を簡単に行うこ

とができる。 
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階差数列 

＊階差数列を利用して，もとの数列の一般項が求められ

る。 

＊数列の和 Sn と第 n 項 an の関係を理解し，数列の一

般項が求められる。 

 

小テスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題 

 

 

ノート 

 7  いろいろな数列の和 

＊和の求め方の工夫をして，数列の和が求められる。 

＊群数列を理解し，ある特定の群に属する数の和が求め

られる。 

漸化式と漸化式 

＊初項と漸化式から一般項が求められる。 

＊数学的帰納法を利用して、いろいろな事柄を積極的に

証明しようとする。 

期末考査 

２
学
期 

９   課題考査 課題考査  

10   

中間考査 

11   

12   

期末考査 

３
学
期 

1 第２章統計的な推

測 

第１節確率分布 

確率変数と確率分布 

＊確率変数や確率分布について，用語の意味を理解して

いる。 

＊確率変数や確率分布について，用語の意味を理解して

いる。 

確率変数の期待値と分散 

＊確率変数の期待値，分散，標準偏差を求めることがで

きる。 

＊確率変数の期待値 E(X)や分散 V(X)などの計算式を

理解して活用できる。 

＊確率変数の期待値，分散，標準偏差などを用いて確率

分布の特徴を考察することができる。 

確率変数の和と積 

＊確率変数の和の期待値を，公式を利用して求めること

ができる。 

二項分布 

＊反復試行の結果を，二項分布を用いて表すことができ

る。 

＊二項分布に従う確率変数の期待値や分散を求めるこ

とができる。 

正規分布 

＊確率密度関数や分布曲線の定義を理解し，連続型確率

変数について，確率を求めることができる 

＊正規分布に従う確率変数 Xを標準正規分布に従う確

率変数 Zに変換できる。 

＊標準正規分布表を用いて，正規分布に関する確率の計

算ができる。 

学年末考

査 

 

 

小テスト 

 

 

 

 

 

 

学年末考

査 

 

 

課題 

 

 

ノート 

 

 

 

 

 

ノート 

 

 

プリント 

 

 

 

 

 

2 第２節統計的な推

測 

 

 

母集団と標本 

＊復元抽出と非復元抽出について理解している。 

標本平均の分布 

＊標本平均が確率変数であることを理解している。 

＊母平均と母標準偏差から標本平均の期待値と標準偏

差を求めることができる。 
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第３章 数学と社会

生活 

推定 

＊母平均と母標準偏差の考え方や標本平均の期待値と

標準偏差の考え方がわかる。 

仮説検定 

＊推定に関わる用語・記号を適切に活用することができ

る。 

 

数学を活用した問題解決 

＊日常生活における問題や社会問題を数学的に考察す

るときの手順を理解している。 

学年末考査 

3  社会の中にある数学 

＊選挙における議席の割り振り方を理解し，与えられた

手順通りに割り振ることができる。 

変化をとらえる 

＊移動平均を用いると長期的な変化の傾向が調べやす

くなることを理解している。 

＊散布図について理解し，傾向を読み取ることができ

る。 

 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

数学Ｂは１学期と３学期に授業を行います。授業用ノート、４プロセス用ノートは分けてください。毎日の復習が大切です。宿題と４

プロセスの授業で習った問題を解きましょう。 
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令和 7年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 数学 C 
学年 類型・コース 単位数 

2年 普通科 １ 

学習の 

目標 

ベクトルについて理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，数学的な表現の工夫につい

て認識を深め，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるようにするととも

に，それらを活用する態度を育てる。 

使用教材 

教科書：『新編 数学 C』 (数研出版) 

副教材：『新課程 チャート式 基礎からの 数学Ⅱ＋B＋C』 (数研出版) 

『新課程 ４プロセス数学Ⅱ＋B＋C』 （数研出版） 

評価 

評
価
法 

定期考査、小テスト、課題考査、ノート、プリント、課題（宿題）で評価します。 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 
ベクトルについての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するととも

に，数学的な表現の工夫について認識を深め，事象を数学化したり，数学的

に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

b 思考・判断・表現 
大きさと向きをもった量に着目し，演算法則やその図形的な意味を考察する

力，図形や図形の構造に着目し，それらの性質を統合的・発展的に考察する

力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学

的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察

を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 

 

期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 

１
学
期 

4   

 

 

 

   

5   

 

 

 

 

中間考査 

6   

 

 

 

 

7   

 

 

 

 

期末考査 
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２
学
期 

９ 第１章 平面上のベ

クトル 
ベクトルの演算 

＊ベクトルの成分表示の仕組みを理解し，具体的なベク

トルを成分表示できる。また，そのベクトルの大きさを求

めることができる。 

ベクトルの成分 

＊ベクトルの垂直条件を活用して，与えられたベクトルに

垂直なベクトルを求めることができる。 

ベクトルの内積 

＊ベクトルの内積の定義を理解し，内積を求めることが

できる。 

位置ベクトル 

＊点の位置を，基準となる点と 1つのベクトルを用いて

表すことができることを理解している。 

＊位置ベクトルを活用して，図形の性質が考察できる。 

ベクトルの図形への応用 

＊線分の内分点・外分点を位置ベクトルで表す公式を，

実際の図形に適用できる。 

図形のベクトルによる表示 

＊直線のベクトル方程式について，媒介変数を用いて表

すことができる。 

中間考査 

 

 

 

 

 

小テスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

 

小テスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

課題 

 

 

 

 

ノート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

 

課題 

 

 

 

 

ノート 

 

 

 

 

 

 

ノート 

 

 

 

 

 

プリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノート 

 

 

 

 

 

プリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

中間考査 

11 第２章 空間のベク

トル 

空間の点 

＊空間における点の表し方を理解し，座標平面や座標

軸，原点に関して対称な点の座標を求めることができる 

空間のベクトル 

＊空間図形の中で，等しいベクトルや逆ベクトルを探すこ

とができる。 

ベクトルの成分 

＊ベクトルの成分表示について，平面上のベクトルの拡

張になっていることを理解し，ベクトルが等しくなるよう

に成分を定めたり，成分表示されたベクトルの大きさを

求めたりすることができる。 

ベクトルの内積 

＊空間のベクトルの内積や，成分表示された 2つのベク

トルのなす角を求めることができる。 

ベクトルの図形への応用 

＊位置ベクトルの定義や内分点などの位置ベクトルが平

面上のベクトルの場合と同じであることを理解している。 

座標空間における図形 

＊座標平面に平行な平面や，座標軸に垂直な平面の方程

式が求められるようになる 

＊いろいろな球面の方程式が求められる。 

12 

期末考査 

３
学
期 

1   課題考査 課題考査  

2   

学年末考査 

3   

 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

数学Ｃは２学期に授業を行います。授業用ノート、４プロセス用ノートは分けてください。毎日の復習が大切です。宿題と４プロセス

の授業で習った問題を解きましょう。 
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令和７年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 物理基礎 
学年 類型・コース 単位数 

２年 普通科理型 2 

学習の 

目標 

物理的な事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しを持って観察、実験を行うこと

などを通して、科学的に探究するために必要な資質・能力を身につける。 

使用教材 
教科書：『物理基礎』（数研出版）   

副教材：『新課程版セミナー物理基礎』（第一学習社） 

評価 

評
価
法 

定期考査、実験レポート、問題集への取り組み、発表の内容などで評価します。 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 
知識の習得や知識の概念的な理解、実験操作の基本的な技術の

習得ができている。 

b 思考・判断・表現 
習得した「知識・技能」を活用して、課題を解決できる思考力・判断

力・表現力などを身に付けている。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

知識・技能の習得や思考力・判断力・表現力などを身に付ける過

程において、粘り強く学習に取り組んでいる。自ら学習を調整し

ようとしている。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 

 

期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 

１
学
期 

4 物理量の測定と扱

い方 

速度 

 

* 物理量の表し方について理解する 
* 等速直線運動の式、および x-t図、v-t図を理解する 
* 物体の運動を表すには向きが必要であることと、速さ
と速度、移動距離と変位の違いを理解する平均の速度
と瞬間の速度の違いを理解している 

* 直線上の合成速度、相対速度の意味と求め方を理解し
ている 

* 速度の意味・表し方、またこれらはグラフ上でどのよう
に示されるかを正しく理解し、説明することができる 

 

 

 

 

 

 

レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

授業態度 

発表内容

実習態度 

（通年） 

 

 

レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 加速度 

落体の運動 

力とそのはたらき 

力のつりあい 

 

* 加速度の定義や正負の意味を正しく理解している 

* 等加速度直線運動を表す３つの式がどのようにして得

られたかを理解し、その式やグラフを正しく運用・説明

することができる 

* 自由落下や鉛直投射において、与えられた時刻におけ

る高さや速度を与える式の運用ができる 

* 自由落下や鉛直投射はいずれも等加速度直線運動の

一種であることを理解している。水平投射は鉛直方向

に自由落下、水平方向には等速直線運動していること

を理解している 

* 落下運動する物体のようすについて説明することがで

きる 

* 重力、垂直抗力、摩擦力、糸が引く力、弾性力について

理解できている 

* 作用・反作用の２力と、つりあいの２力を区別して考

え、説明することができる 

* ３つの力がはたらいてつりあうときの力の関係を理解

できている。 

中間考査 
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6 運動の法則 

摩擦を受ける運動 

液体や気体から受

ける力 

仕事 

 

* 物体が力を受けるとき（あるいは受けないとき）、運動

状態はどのようになるか、逆に物体の運動状態からど

のような力がはたらいているかを指摘できる 

* さまざまな運動をしている物体について、運動方程式

を立てて考えることができる 

* 注目する物体に摩擦力はどの向きに現れるか、また最

大摩擦力の大きさは２物体間の面の状態を表す静止

摩擦係数μと、垂直抗力 Nとの積で表されることを理

解している。 

* 圧力を求める式を理解している。水圧を求める式を理

解し、水中にある物体が静止しているとき、物体には

たらく力のつりあいの式を立てることができる 

* 水中にある物体にはどのような浮力がはたらくかを理

解している。 

* 仕事、仕事率を計算して求めることができる 

* 物体に対して力がはたらいていても、仕事が 0 のとき

もあり、それがどのようなときであるかを理解してい

る 

* 仕事の原理を理解している 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レポート 

 

期末考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レポート 

 

期末考査 

問題集取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レポート 

 

問題集取組 

7 運動エネルギー 

位置エネルギー 

力学的エネルギー

の保存 

* 運動エネルギーを計算して求めることができる 

* 運動エネルギーの変化量は、物体がされた仕事量に等

しいことを理解している 

* 重力による位置エネルギーを計算することができる。

弾性力による位置エネルギーを計算することができる 

* 物体が基準点まで移動するときに保存力がする仕事

が位置エネルギーであることを理解している 

* さまざまな物体の運動について、力学的エネルギー保

存則を用いることができる 

* 物体に保存力以外の力がはたらくとき、その仕事の量

だけ物体の力学的エネルギーが変化することを理解し

ている 

* 力学的エネルギー保存則が成り立つための条件が整っ

ているかどうかを判断できる 

* 力学的エネルギー保存則を、実験で定量的に検証し、

実験結果と理論とを比較して考察・説明できる 

期末考査 

 
 
 

２
学
期 

９ 熱と物質の状態 

熱と仕事 

波と媒質の運動 

波の伝わり方 

音の性質 

発音体の振動と共

振・共鳴 

* 温度、熱運動、熱量、比熱、熱容量などを正しく理解

し、説明することができる 

* 熱量の保存について理解し、熱量保存の式を立てるこ

とができる。 

* 物質が、固体→液体、液体→気体になる際の熱のやり 

とりについて理解している 

* 仕事と熱の関係や熱力学第一法則について理解して

いる 

* 熱機関と、熱機関の熱効率について理解している 

* 仕事によって温度が上昇することを、実験によって確

認できる 

* 波の発生原理や基本事項を理解し説明することができ

る 

* 縦波と横波の違いを理解している 

* 縦波を横波の形で表現できる 

* 波の伝わるようすをグラフで表現することができる 

* 定在波の生じるしくみを理解している 

* ウェーブマシーンの実験・観察を通して、波の重ね合わ

せの原理や自由端・固定端での波の反射について理解

している 

* 日常生活での体験を通して，音の波としての性質を理 

解している 

* 音の特徴づける 3つの要素について説明できる 

* うなりとはどのような現象であるかを説明できる。 

* 弦や気柱の振動と音の高さの関係について理解して 

いる 
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* 気柱共鳴装置を用い，気柱の共鳴音からおんさの振動

数を求めることができ，理解できている 
レポート 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

レポート 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

レポート 

 

 

 

 

 

 

問題集取組 

 

10 エネルギーの移り

変わり 

エネルギー資源と

発電 

* エネルギーにはどのような種類があるか，また，身近な 

さまざまな事象でどのようなエネルギー変換がさなさ 

れているかを理解している 

* エネルギー資源にはどのようなものがあるか把握し， 

それらの長所と短所を理解している 

* 再生可能エネルギーについて，枯渇性エネルギーとの 

違いを考え，説明できる 

* 火力，原子力，水力，風力の発電の共通点について説 

明できる 

中間考査 

11   

12   

 

３
学
期 

1      

 

 

2   

 

3   

 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

自らの手で計算を行うことがなにより重要です。これを基礎として、現象を数式に落とし込み、式から現象を想像する能力が体得さ

れます。そして、図を書く習慣を身につけて下さい。図を書くことで、与えられて状況を整理する能力が身につきます。図も式も、ま

ずは手を動かして自分の手で書いてみてください。 
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令和７年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 物理 
学年 類型・コース 単位数 

２年 普通科理型 2 

学習の 

目標 

物理的な事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しを持って観察、実験を行うこと

などを通して、科学的に探究するために必要な資質・能力を身につける。 

使用教材 
教科書：『物理』（数研出版）   

副教材：『リードα物理』（数研出版） 

評価 

評
価
法 

定期考査、実験レポート、問題集への取り組み、発表の内容などで評価します。 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 
知識の習得や知識の概念的な理解、実験操作の基本的な技術の

習得ができている。 

b 思考・判断・表現 
習得した「知識・技能」を活用して、課題を解決できる思考力・判断

力・表現力などを身に付けている。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

知識・技能の習得や思考力・判断力・表現力などを身に付ける過

程において、粘り強く学習に取り組んでいる。自ら学習を調整し

ようとしている。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 

 

期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 

１
学
期 

4      

5   

中間考査 

6   

7   

期末考査 

 
 
 

２
学
期 

９    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業態度 

発表内容

実習態度 

（通年） 

 

 

 

 

 

10   

中間考査 

11 平面運動の速度・

加速度 

落体の運動 

剛体にはたらく力

のつりあい 

剛体にはたらく力

の合力と重心 

 

* 平面上の合成速度，相対速度の意味と求め方を理解し

ている 

* 加速度は速度の時間変化を表すものであり，ベクトル

量であること，またその求め方を理解できている 

* 動く観測者から見た場合の，観測者と同じ平面上を動

く物体の運動のようすを説明できる 

* 水平投射は鉛直方向には自由落下，水平方向には等

速直線運動をしていることを理解し，適切に式を運用

できる 

* 斜方投射は鉛直方向には鉛直投げ上げ，水平方向には

等速直線運動をしていることを理解し，適切に式を運

用できる 

* 力のモーメントについて理解している 

* 剛体のつりあいでは，並進運動をしない条件と回転運
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動しない条件が必要なことを理解している 

* 力のモーメントの式を理解し，うでの長さが異なると

きにはたらく力の大きさについて考察できる 

* 剛体にはたらく複数の力の合力を求めることができる 

* 偶力のモーメントを求めることができる 

* 剛体の転倒する条件を理解している 

* 直方体をどのように置いたときに転倒しやすいかを調

べることができる 

* 剛体の転倒する条件を理解し，重心の位置と転倒のし

やすさの関係を説明できる 

 

 

 

レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題集取組 

12 運動量と力積 

運動量保存則 

反発係数 

* 運動量と力積について，求め方を理解している 

* 運動量の変化は，その間に物体が受けた力積に等しい

ことを理解している 

* 運動量の変化と力積の関係の式から，物体が受ける力

積と平均の力の大きさについて説明することができる 

* 運動量保存則が成りたつ条件を説明することができる 

* 反発係数の式を用いて，衝突する物体の運動を調べる 

ことができる 

* 運動量保存則と反発係数の式から物体の速さを求め 

ることができる 

 

期末考査 

３
学
期 

1 等速円運動 

慣性力 

単振動 

 

* 等速円運動をしている物体の回転の速度，角速度，周 

期，回転数の諸量の定義が理解できている 

* 一定の半径で等速円運動する物体の速さと物体には

たらく向心力の大きさの間の関係を説明できる 

* 慣性力とその他の力の違いについて理解し，説明でき

る 

* 単振動の変位，速度，加速度の式，運動方程式を理解

している 

* ばね振り子や単振り子の周期の式を用いて，周期と質

量や周期と糸の長さの間の関係について説明できる 

* 糸の長さや小球の質量，振幅を変えていったときのば

ね振り子の周期を測定し，周期がどのように変化する

か考えることができる 

 

 

 

 

 

 

 

 

レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年末考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年末考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題集取組 

 

 

 

2 万有引力 

気体の法則 

気体分子の運動 

* ケプラーの法則を理解している 

* 万有引力の式を理解している 

* 万有引力の位置エネルギーの式を用いて，力学的エネ 

ルギー保存則の式を立てることができる 

* 気体の圧力，体積，絶対温度の間の関係について理解 

している 

* ボイル・シャルルの法則を用いて，状態変化後の気体の 

圧力，体積，絶対温度を求めることができる 

* 理想気体の状態方程式を用いることができる 

* 気体が熱運動して壁などの面に力を及ぼすことから圧

力の大きさを表す式を導くことができる 

* 平均運動エネルギーと絶対温度の関係を説明できる 

* 単原子分子理想気体の内部エネルギーについて理解

できている 

学年末考査 

3 気体の状態変化 * 気体の状態変化の，「定積変化」，「定圧変化」，「等温変

化」，「断熱変化」を，それぞれ p－Ｖ図や式で表すこと

ができる 

* 気体の状態変化と気体がされた仕事について説明で

きる 

* 定積モル比熱と定圧モル比熱の違いを正しく理解し，

2つの間に成りたつ関係について説明できる 

* 熱機関のモデルとして，サイクルの状態変化を理解し，

熱効率を求めることができる 
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担当者からのメッセージ（学習方法など） 

自らの手で計算を行うことがなにより重要です。これを基礎として、現象を数式に落とし込み、式から現象を想像する能力が体得さ

れます。そして、図を書く習慣を身につけて下さい。図を書くことで、与えられて状況を整理する能力が身につきます。図も式も、ま

ずは手を動かして自分の手で書いてみてください。 
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令和７年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 化学 
学年 類型・コース 単位数 

2年 普通科理型 3 

学習の 

目標 

化学的な事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しを持って観察、実験を行うこと

などを通して、化学的な事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を身に付ける。 

使用教材 
教科書：『化学基礎』『化学』（数研出版） 

副教材：『２０２５新課程版 セミナー化学』（第一学習社） 

評価 

評
価
法 

定期考査、小テスト、実験レポート、発表、ワークシート、振り返りの記述等で評価します 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 

化学の基本的な概念や原理・法則を理解しているとともに、化学的に探究する

ために必要な観察、実験などに関する操作や記録などの技能を身に付けてい

る。 

b 思考・判断・表現 
化学的な事物・現象から問題を見いだし、見通しをもって観察、実験などを行

い、得られた結果を分析して解釈し、表現するなど科学的に探究している。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

化学的な事物・現象に主体的に関わり、見通しをもったり、振り返ったりするな

ど、科学的に探究しようとしている。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 

 

期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 

１
学
期 

4 第 2編 

第２章 

第３章 

1電池 

 

 

 

2電気分解 

＊ 酸と塩基の復習 

＊ 酸化還元反応 

化合物中の原子の酸化数の数え方を学び、酸化還

元を酸化数の変化から判定できるようにする。 

金属のイオン化傾向とともに電池の仕組みについ

て学習し、ダニエル電池や鉛蓄電池，燃料電池など

の電池の具体的な構造と正極および負極において

起こる反応について理解する。 

＊ 外部から加えた電気エネルギーによって電気分解

が起こることを，水溶液の電気分解を題材としなが

ら，酸化還元反応と関連付けて理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5  ＊ 【実験】電解質水溶液の電気分解 

＊ 電気分解の工業的利用、金属の精錬 

中間考査 

6 第 1編 

第 1章 

固体の構造 

1 結晶とアモルファ

ス 

 

 

2金属結晶 

 

 

 

3 イオン結晶 

 

 

4 分子間力と分子

結晶 

 

＊ 結晶の特徴と単位格子，配位数について理解する。

また，アモルファス（非晶質）においては通常の結晶

との違いを理解し，アモルファスの構造をもつ物質

について学ぶ。 

＊ 金属結晶の構造について学び，それぞれの結晶格

子の構造から，原子半径や充塡率，密度を計算する

方法を理解する。 

＊ 【実習】金属の単位格子模型を作ろう 

＊ イオン結晶の構造について学び，結晶格子の種類

や陽イオンと陰イオンの配列，イオン半径の比につ

いて理解する。 

＊ ファンデルワールス力や水素結合などの分子間力

について復習し，分子間力によってできる分子結

晶の性質や具体的な物質についての理解を深め

る。 

 

＊ 気体分子の熱運動に運動エネルギーや温度が関係
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第 2章 

1粒子の熱運動 

 

 

 

 

2 三態変化とエネ

ルギー 

 

3 気液平衡と蒸気

圧 

することを理解し，それらを関連付けながら物質の

三態変化について復習する。 

＊ 【実習】シミュレーションソフトを用いて分子の熱運

動について復習する 

＊ 状態変化に伴う熱の出入りとその名称について理

解する。また，物質を構成する粒子間にはたらく力

の大小と融点や沸点の関係についても理解する。 

＊ 大気圧と気液平衡の概念を理解する。また，蒸気圧

や蒸気圧と沸騰の関係性，物質の状態図について

も理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レポート 

7 第 3章 

1気体の体積 

 

 

 

2 気体の状態方程

式 

＊ 理想気体の体積や圧力，絶対温度の関係について

ボイルの法則，シャルルの法則，ボイル・シャルルの

法則が成りたつことを理解し，これらの関係が式で

表せることも理解する。 

＊ ボイル・シャルルの法則から理想気体の状態方程式

が導かれることを理解する。また，理想気体の状態

方程式を利用することで，気体の分子量を求める

ことができることも理解する。 

＊ 【実験】状態方程式を用いた分子量測定 

期末考査 

２
学
期 

９ 3混合気体の圧力 

 

 

 

 

4実在気体 

 

 

第 4章 

1 溶解とそのしく

み 

 

 

 

2溶解度 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 混合気体について，理想気体の状態方程式から導

かれる分圧の法則について理解する。また，分圧と

物質量や体積，モル分率の関係について理解し，モ

ル分率を用いた平均分子量の考え方や水上置換で

捕集した気体の分圧についても理解する。 

＊ 気体と理想気体との違いについて理解し，その違

いを踏まえ，実在気体を理想気体とみなして扱え

る条件についても理解する。 

＊ イオン結晶や分子からなる物質の溶解について，溶

質および溶媒の極性の有無などと関連付けなが

ら，そのしくみや溶解性の違いを理解する。 

＊ 【実験】分子の極性と溶解 

＊ 飽和溶液において成りたっている溶解平衡につい

て理解する。さらに溶解平衡と関連付けながら固

体の溶解度や再結晶について復習するとともに，

新たに水和水をもつ物質の溶解量についても理解

する。また，気体の溶解度と温度・圧力の関係につ

いて理解をし，ヘンリーの法則についても理解す

る。さらに溶液の濃度の表し方について，質量パー

セント濃度とモル濃度について復習するとともに，

新たに質量モル濃度についても理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 3希薄溶液の性質 ＊ 希薄溶液では溶質の数にのみ依存して成りたつ共

通の性質（蒸気圧降下，沸点上昇，凝固点降下，浸

透圧）があることを理解し，それぞれの現象につい

ても理解する。また，凝固点降下や浸透圧を利用す

ることで分子量の測定ができることなども理解す

る。 

＊ 【実験】凝固点降下を利用した分子量測定 

中間考査 

10 4コロイド溶液 

 

 

 

 

 

第 2編物質の変化 

1化学反応と熱 

 

 

＊ コロイドとその分類について理解をし，コロイド溶

液に特徴的な性質（チンダル現象，ブラウン運動，

透析，電気泳動）を現象を交えて理解する。また，親

水コロイドや疎水コロイド，保護コロイドに特徴的な

現象についても理解する。 

＊ 【実験】水酸化鉄（Ⅲ）のコロイド溶液を作る 

 

＊ 化学反応に伴って放出・吸収する熱量をエンタルピ

ー変化で表すことと，反応エンタルピーの種類とそ

れぞれの定義について理解する。また，実験により



72 

 

 

2ヘスの法則 

反応エンタルピーを測定できることも理解する。 

＊ ヘスの法則を用いることで実験で測定が困難な反

応エンタルピーを求めることができることを理解す

る。また生成エンタルピーや結合エネルギーなどに

ついて，ヘスの法則を利用して反応エンタルピーを

算出する方法について理解する。 

＊ 【実験】ヘスの法則 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

 

レポート 

11 3化学反応と光 

 

 

 

第３章 

1化学反応の速さ 

2 反応条件と反応

速度 

 

 

 

3 化学反応のしく

み 

＊ 化学反応の前後における物質のもつ化学エネルギ

ーの差が光の発生や吸収となって現れることを，

光合成や光触媒などの身近な具体例を交えながら

理解する。 

＊ 反応速度の表し方とその求め方を理解する。 

＊ 速度定数を用いた反応速度式の表し方と実験デー

タからの速度定数の求め方を理解する。また，反応

速度に影響を与える要因については「濃度・温度・

触媒の有無」があることを理解する。触媒の利用例

についても理解する。 

＊ 化学反応のしくみについて，反応速度に影響を与

える要因などと反応の活性化エネルギーなどを関

連付けながら理解する。 

期末考査 

 

12 

第 4章 

1 可逆反応と化学

平衡 

 

 

 

2平衡状態の変化 

 

＊ 可逆反応と平衡状態について理解し，平衡状態で

は濃度を用いて平衡定数が記述できること（化学

平衡の法則）を理解する。さらに，固体が含まれる

反応や液体どうしの反応，気体のみが反応する場

合の平衡定数の記述の仕方について理解する。 

＊ 平衡の移動に関するルシャトリエの原理を理解し，

濃度・圧力・温度を変化させることによって平衡が

どのように移動するか理解する。また触媒と反応

速度，平衡移動の関係を理解し，これらの考え方を

利用した工業的製法についても理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年末考

査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年末考

査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３

学

期 1 

 

3 電解質水溶液の

化学平衡 

＊ 【実験】ルシャトリエの原理 

＊ 電解質水溶液においても電離平衡が成りたつこと

を理解し，弱酸や弱塩基における濃度，電離度，電

離定数，水のイオン積，pH の関係を理解する。ま

た，これらの考え方を基盤とし，弱酸・弱塩基の遊

離，塩の加水分解，緩衝液，難溶性塩の水溶液中の

平衡についても理解する。 

2 

第 3編 

1非金属元素 

 

 

2金属元素 

 

＊ 【実習】各非金属元素の関連化合物についてジグソ

ー学習を行い、動画を作成し、その性質について理

解する。 

＊ 【実験】硫酸の性質 

＊ 【実習】各金属元素の関連化合物についてジグソー

学習を行い、動画を作成し、その性質について理解

する。 

学年末考査 

 3 金属イオンの分離・

確認 

＊ それぞれの金属イオンの反応性の違いに基づい

て，複数の金属イオンを含む混合溶液から金属イオ

ンを分離する方法を理解する。 

   

 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

1 つ目は基礎知識を定着させること。化学は化学基礎を土台として、より深く学んでいく教科です。そのため、化学基礎の基本的な

知識なしでは習得は非常に難しいです。復習を心がけてください。問題集セミナーに取り組むことは最良の復習につながります。 

2 つ目は実験レポートです。レポートの難易度も量も 1 年生のころよりも格段に上がります。必要ならばインターネットや書籍を参

考にして徹底的に「思考・記述」する練習をしましょう。 
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